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町内事業者を応援　各種補助制度
令和２年度予算
町職員人事異動

　はわいこども園の園児が３月 12 日、
東郷池へサケを放流。大切に育てたサ
ケが４年後、無事に町へ帰ってくるこ
とを願いました（関連記事は25ページ）。

ま
た
、
会
お
う
ね
♪



各種補助制度
　町内事業者や商工業の振興・充実のための各種補
助制度です。内容や申し込み方法などの詳細は、役
場産業振興課（℡35-5383）にお問い合わせください。

企業立地促進奨励金

町内に施設を新設する事業者に対して、新たに
賦課された固定資産税の３カ年分の額を交付

■�対象となる事業者および奨励金の額
①�施設の新設のための投資額が３千万円以上で、
新規常用雇用者数が 10 人以上の事業者
＝新たに賦課された固定資産税の額内
②�施設の新設のための投資額が３千万円以上で、
新規常用雇用者数が４人以上９人以下の事業者
＝�新たに賦課された固定資産税の額に３分の２の
割合を乗じた額内
③�施設の新設のための投資額が３千万円以上の事
業者
＝�新たに賦課された固定資産税の額に２分の１の
割合を乗じた額内
④�申請日以前から町内に住所を有し、施設の新設
のための投資額が１千万円以上で、新規常用雇
用者数が１人以上の事業者
＝新たに賦課された固定資産税の額内
⑤�申請日以前から町内に住所を有し、施設の新設
のための投資額が１千万円以上の事業者
＝�新たに賦課された固定資産税の額に２分の１の
割合を乗じた額内

マル経融資利子
補給補助金

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）を借り入
れた町内小規模事業者の支払う利子の負担を軽減
■�補助金額　㈱日本政策金融公庫に納付した利子額の
２分の１以内の額　（延滞に係る利子は除く）

チャレンジショップ
支援奨励金

空き店舗などを活用するショップ開業
者に対して、その賃借料の一部を補助
■対象者　次の要件を全て満たす事業者
①�町内の空き店舗などで小売業、サービス業、
飲食業などを開業する人（風俗関連業種な
ど、一部該当しない業種があります）
②�空き店舗などの所有者と同一世帯および三
親等以内の親族でない人
③町税および公共料金を滞納していない人
④�商工会などの町内の公共的団体に加入して
いる人
■�奨励金の額　空き店舗などで開業する場合
の賃借料（住居部分を含む）の半額を交付
※限度額は月５万円で、交付する期間は１年
間、交付は１人につき１回限りです。

企業拡充奨励金

事業規模拡大を目的に、施設を増設
または移設する町内事業者を支援

■�対象となる事業者　施設の増設または移
設のための投資額が１千万円以上（増設の
場合は増設部分について適用）で、町税
および公共料金を滞納していない事業者
■�奨励金の額　新たに賦課された固定資産
税の３カ年分の額を交付

町内事業者を応援

　新型コロナウイルス感染症の影響を受
けている事業者に対する支援制度は、県
および町ホームページをご覧ください。
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小口融資利子
補給補助金

町中小企業小口融資を借り入れた町内
事業者が支払う利子の負担を軽減
■�補助金額　金融機関に納付した利子額の２分の
１以内の額（延滞に係る利子は除く）

町内に住所を有する人を、新たに正規の常
用労働者として６カ月以上継続して雇用し
た町内事業者を支援

■対象となる事業者　次の要件を全て満たす事業者
①町内に事業所（公的団体などは除く）を有すること
②雇用保険法の適用事業の事業者であること
③�雇用促進計画が町に認定された日から６カ月以上
常用労働者を継続雇用していること
④�他の常用労働者を事業所の都合によって解雇して
いないこと
⑤町税および公共料金を滞納していないこと
⑥賃金台帳などの法定帳簿類を備え付けていること
⑦賃金の支払いが遅滞なく行われていること
⑧ハローワークなどに募集を公開していること
■�対象となる雇用労働者
　次の要件を全て満たす町内在住者
①雇用保険の被保険者
②�事業主が個人事業者の場合、事業主の三親等以内
の親族でない人
③�次のいずれかを満たす人▽ 55 歳以上の人▽ 18
歳までの子どもがいる女性▽昭和 45 年４月２日
から昭和 60 年４月１日までの間に生まれた人

■�奨励金の額
　新規雇用者１人当たり 20 万円

創業・販路開拓
支援補助金

町商工会や金融機関など認定支援機関
の指導を受けながら、創業や販路開拓
などの事業に取り組む事業者を支援

■�対象者　町内在住の個人事業者、町内に所在地と
営業の本拠がある中小事業者

■�補助金額　①創業・新しい分野への進出のための
事業＝必要経費の２分の１（上限 50 万円）
　�②販路開拓のための事業＝必要経費の２分の１
（上限 20 万円）
※ただし、事業承継に伴う事業だと認められる場合
は必要経費の３分の２を交付します。　
■募集期間　５月８日（金）まで
※募集期間終了後に審査会を開催し、補助対象事業
者を決定します。

雇用促進奨励金

小口融資
保証料補助金

町中小企業小口融資を借り入れた町内
事業者が支払う保証料の負担を軽減
■�補助金額　県信用保証協会に納付した保証料の
２分の１以内の額

ゆりはマルシェ
　漁村の原風景をモチーフとしたモニュメントの除幕
に併せて、泊漁港で地元の飲食物を販売するマルシェ
を開催します。当日は各店舗による絶品グルメが並び
ます。また、水揚げされたばかりの魚を販売する「と
まり朝市」も開催されます。ぜひお越しください。
日時　４月 18 日（土）10 時～
※モニュメントの除幕は 11 時～
場所　泊新港周辺
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5382）

を開催します
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■人口の現状と分析
　町の人口は平成 17 年をピークに減少傾向にあります。町の推
計では、令和 22 年に 13,846 人、さらに令和 42 年に 11,558 人ま
で人口が減少し、65 歳以上の割合は 35.8％まで上昇します。
■町が目指す将来の方向性
　人口減少を緩やかにし年齢構成のバランスを維持することで、持続可
能な地域の実現を図るため、令和42年に 12,000人の人口を確保します。

　
町
で
は
、こ
の
ほ
ど「
第
２
期
湯
梨
浜
町
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
策
定
と
「
湯
梨
浜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ】
役場みらい創造室（℡ 35-5313）

第
２
期
総
合
戦
略
の
概
要

　
「
第
２
期
湯
梨
浜
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、

本
町
の
未
来
に
向
け
た
三
つ
の
基

本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
施
策

を
展
開
し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
を
克
服
し
、
持
続
的
発

展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
同
戦
略
は
こ
れ
ま
で
に

町
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
方
創
生

施
策
を
検
証
し
た
上
で
、
前
戦
略

の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
新

た
な
時
代
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を

追
加
し
、
今
後
５
年
間
の
施
策
の

方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

　

第
２
期
総
合
戦
略
お
よ
び
「
湯

梨
浜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
３
月

２
日
の
「
ゆ
り
は
ま
創
生
総
合
戦

略
会
議
」
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
、
毎
年
度
数
値
目
標

や
事
業
の
効
果
・
検
証
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
計
画
期
間

　

令
和
２
～
６
年
度

■
基
本
方
針

▽�

町
内
に
人
を
呼
び
込
み
、
人
口

減
少
（
自
然
減
と
社
会
減
）
に

歯
止
め
を
か
け
ま
す
。

▽�

生
産
年
齢
人
口
を
見
直
し
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
、
当
面
避
け
ら
れ
な
い
人
口

減
少
か
ら
生
じ
る
諸
課
題
に
的

確
に
対
応
し
ま
す
。

基本目標 指標 数値目標

Ⅰ
温泉宿泊客数 17 万人（年間）

新規就業者数（常用雇用） 200 人（年間）

Ⅱ
合計特殊出生率 2.07
出生数 150 人（年間）

Ⅲ
県外からの IJU ターン者数 925 人（令和２～６年）

転入転出異動 均衡（累計）

三つの基本目標と具体的な施策

1Ⅰ活力ある元気なまち
①農林水産業の振興
【主な事業】▽果物大国産地拡大支援事業
▽ゆりはま農作業体験ツアー
②観光産業の振興
【主な事業】▽グラウンド・ゴルフ国際化および潮風の丘聖
地化の推進▽ゆうゆうゆりはま事業
③商工業の振興
【新規施策】▽商工団体など関係機関と連携した事業承継の推進
【主な事業】▽ゆりはまじげ産業支援事業
▽チャレンジショップ支援事業
④雇用の推進
【主な事業】▽企業誘致用地等情報提供事業
▽ビジネス人材移住支援事業

2
Ⅱ 安心して暮らせるまち

3Ⅲ 町民みんなが創るまち
①移住定住の推進
【主な事業】▽ IJU ターン促進事業
▽若者夫婦・子育て世代住宅支援事業
②まちのにぎわい創出や拠点の形成
【新規施策】▽地域課題の解決や将来的な移住への
裾野を拡大するため、地域住民との交流や町との
関わりを継続する関係人口の創出、拡大を目指す
【主な事業】▽大学生によるフィールドスタディ型
政策協働プログラム▽ふるさと納税推進事業

湯梨浜町人口ビジョン

第
２
期
湯
梨
浜
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
と

湯
梨
浜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂

①子育て環境の推進
【主な事業】▽家庭子育て支援事業
▽ふるさと教育の推進
②地域福祉の推進
【主な事業】▽地域で取り組む介護予防活動推進事業
▽全世代・全員活躍型「生涯活躍のまち」事業の推進
③�結婚の出会いの場づくりと情報提供
【主な事業】▽縁結び支援員事業
▽婚活イベント事業（広域連携）
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意
見
①　

湯
梨
浜
町
で
は
梨
、

イ
チ
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
メ
ロ
ン
な
ど

の
農
産
物
を
生
産
し
て
い
る
。
温

泉
客
の
帰
り
に
選
果
場
へ
案
内
し

農
産
物
の
直
売
を
す
る
こ
と
で
、

運
送
代
や
手
間
賃
な
ど
、
安
価
で

出
荷
前
の
新
鮮
な
も
の
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
は
わ
い
温
泉
の
強
み

が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

 

町
の
考
え
方
①　

町
観
光
協
会

が
着
地
型
観
光
商
品
と
し
て
Ｊ
Ａ

や
生
産
組
織
と
連
携
し
て
「
梨
選

果
場
見
学
と
試
食
プ
ラ
ン
」や「
農

産
物
直
売
所
で
の
旬
の
フ
ル
ー
ツ

試
食
プ
ラ
ン
」
を
売
り
出
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
新
鮮
な
特
産
品
の

直
売
も
行
い
、
観
光
客
の
満
足
度

向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

 

意
見
②　

東
郷
池
周
回
コ
ー
ス

に
よ
る
ツ
ー
ル
ド
ゆ
り
り
ん
（
自

転
車
レ
ー
ス
）
や
車
椅
子
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
を
す
る
（
近
隣
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）。

 

町
の
考
え
方
②　

ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
激
し
い
た
め
車
い
す
マ
ラ

ソ
ン
の
コ
ー
ス
と
し
て
は
、
適
さ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
関
係
団
体
が
主
体
と
な
っ
た

実
行
委
員
会
な
ど
で
実
施
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。

　

自
転
車
レ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

競
技
と
し
て
町
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
競
技
団
体
が
主
体
と
な
っ

た
実
行
委
員
会
な
ど
で
実
施
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。

 

意
見
③　

羽
衣
石
城
跡
周
辺
の

整
備
、
観
光
に
力
を
入
れ
て
み
て

は
ど
う
か
。

▽
山
頂
か
ら
十
万
寺
集
落
に
登
山

道
が
伸
び
て
お
り
、
健
脚
向
け
の

山
歩
き
コ
ー
ス
だ
が
、
整
備
が
不

十
分
（
ク
モ
の
巣
、
下
草
）
な
の

で
、整
備
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

▽
十
万
寺
に
出
て
か
ら
は
三
朝
町

の
山
田
集
落
に
登
山
道
が
伸
び
て

い
る
。
山
田
集
落
は
三
朝
温
泉
か

ら
も
近
い
。
こ
の
縁
で
湯
梨
浜
町

と
三
朝
町
で
協
力
し
あ
い
、
登
山

道
を
歩
い
て
か
ら
温
泉
に
つ
か
る

と
い
う
観
光
プ
ラ
ン
も
使
え
る
と

思
う
。

 

町
の
考
え
方
③　

羽
衣
石
城
跡

お
よ
び
登
山
道
は
、
定
期
的
な
草

刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
該
エ
リ
ア
に
は
県
立
の
中
国

自
然
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
町
が
定
期
的
な
維
持
管
理
を

県
委
託
の
基
準
に
合
わ
せ
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
三
朝
町
へ
の
登
山

道
は
現
在
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
三
朝

町
、
県
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

 

意
見
④　
湯
梨
浜
町
は
山
が
適
度

の
近
さ
に
あ
り
、
東
郷
池
は
程
よ
い

大
き
さ
で
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

む
に
は
適
当
な
の
で
は
な
い
か
。

コ
ー
ス
の
設
定
に
は
費
用
を
か
け

ず
、
既
設
の
道
を
利
用
し
、
車
で

通
ら
な
い
よ
う
町
民
に
協
力
を
依

頼
す
る
。
ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
自
転
車
も
宿
泊
施
設
が
提
供
す

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

１
㌖
ご
と
に
案
内
板
を
設
置

し
、
緊
急
時
は
ハ
イ
ヤ
ー
を
呼
べ

る
よ
う
に
場
所
番
号
を
表
示
す
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
「
第
２
期
湯
梨
浜
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
案
）」

に
関
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
14
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
と
こ
れ
ら
に
対
す
る
町
の
考

え
方
の
一
部
を
公
表
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２
期
湯
梨
浜
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
は
距
離
、
ト
イ

レ
、
売
店
、
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
番
号

を
記
載
す
る（
①
東
郷
池
周
遊
コ
ー

ス
②
海
岸
～
天
神
川
コ
ー
ス
③
大

平
山
コ
ー
ス
④
羽
衣
石
城
コ
ー
ス

⑤
湯
め
ぐ
り
コ
ー
ス
な
ど
）。

 

町
の
考
え
方
④　

コ
ー
ス
の
設

定
（
７
コ
ー
ス
＋
済
州
オ
ル
レ
と

の
友
情
の
道
）
お
よ
び
コ
ー
ス
案

内
（
コ
ー
ス
ご
と
に
案
内
表
示
板

な
ど
）
に
つ
い
て
、
既
に
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
た
め
、

『m
ili m
ili

』
と
い
う
小
冊
子
が
発

行
さ
れ
て
お
り
、
コ
ー
ス
の
情
報

（
７
コ
ー
ス
）、
周
辺
施
設
の
紹
介
、

宿
泊
施
設
・
ト
イ
レ
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
の
小
冊
子
は
、

外
国
か
ら
の
ウ
オ
ー
カ
ー
の
た
め

に
英
語
版
、
韓
国
語
版
、
台
湾
語

版
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
４
カ
所
（
は
わ
い
温
泉
・

東
郷
温
泉
観
光
案
内
所
、Café 

ippo

、
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍り

ゅ
う
ほ
う
か
く

鳳
閣
、

あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

で
自
転
車
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
町
内
宿
泊
施
設
の
近
く

に
あ
り
ま
す
の
で
、
宿
泊
客
や
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
自
転
車
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【問い合わせ】
役場みらい創造室（℡ 35-5313）

　町ホームページに、お寄せ
いただいた全ての意見と、町
の考え方を掲載しています。

実施結果
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歳入
10,315,000
（5.6％）

町税
1,485,989
（1.2％）
14.4％

地方交付税
3,900,000
（△1.3％）
37.8％

その他
667,211
（△2.5％）
6.6％

地方消費税交付金
334,903
（25.3％）
3.2％

国庫支出金
957,015
（2.6％）
9.3％

県支出金
670,737

（△29.7％）
6.5％

町債
1,582,500
（85.7％）
15.3％

繰入金
716,645
（8.7％）
6.9％

歳出
10,315,000
（5.6％）

総務
2,217,704
（21.2％）
21.5％

総務費
2,217,704
（21.2％）
21.5％

民生費
2,880,035
（1.5％）
27.9％

公債費
1,052,763
（△14.7％）
10.2％

その他
648,666
（0.1％）
6.3％

衛生費
693,033
（1.7％）
6.7％

土木費
1,075,153
（1.7％）
10.4％

教育費
1,255,639
（69.7％）
12.2％

農林水産業費
492,007

（△33.7％）
4.8％

　令和２年度予算（一般・特別・企業会計）
が、３月定例議会で成立しました。
　一般会計の総予算額は 103 億 1500 万円
で、前年度に比べ 5.6％の増額となります。

一般会計歳入

一般会計歳出

令和２年度予算
一般会計

103 1500万円億

科目 予算額
地 方 譲 与 税 70,331
地方特例交付金 12,900
利 子 割 交 付 金 1,660
配 当 割 交 付 金 7,580
株式等譲渡所得割交付金 7,592
環境性能割交付金 6,917
法人事業税交付金 3,732
交通安全対策特別交付金 1,590
使用料及び手数料 107,383
分担金及び負担金 68,992
財 産 収 入 10,585
寄 附 金 200,000
繰 越 金 40,000
諸 収 入 127,949

その他の内訳

科目 予算額
議 会 費 85,619
商 工 費 243,606
消 防 費 289,560
予 備 費 29,881

その他の内訳

単位：千円
科目名
予算額

（対前年度比）
予算構成比
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300000 600000 900000 1200000 1500000

固定資産税
656,802
44.2％
39,109

町民税
647,385
43.6％
38,549

たばこ税
90,691
6.1％
5,400

軽自動車税
69,553
4.7％
4,142

入湯税
21,558
1.4％
―

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
の

歳
入
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
町
税

で
１
７
０
９
万
円
、
町
の
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
た
め
の
借
入
金
で

７
億
３
０
２
０
万
円
の
増
額
を
、

地
方
交
付
税
５
０
０
０
万
円
の
減

額
を
見
込
み
、
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

　

歳
出
で
は
、
小
中
学
校
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、
旧
中
学

校
の
跡
地
利
用
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
の
導
入
を
は
じ
め
、
仕

上
げ
の
年
と
な
る
「
第
３
次
総
合

計
画
」
や
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
な
ど
、
各
種

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た

め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
果

的
な
配
分
に
努
め
た
積
極
的
な
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
経
常
的
な
経
費
な
ど
の

見
直
し
に
よ
る
歳
出
の
削
減
に
も

努
め
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
の

減
額
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。

新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
住
み
や

す
く
魅
力
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
な
が
ら
、
適
切

な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

町
税
の
内
訳

特別・企業会計

64,020 円
町道の整備や改良、
修繕に使います。

29,297 円
生産基盤の整備や
農林漁業振興に使
います。

41,267 円
ごみ処理、健康対
策に使います。

171,492 円
福祉の充実に使い
ます。

132,053 円
町全体の管理・運
営・企画などに使
います。

64,406 円
長期の借入金に対
する返済などに使
います。

17,242 円
災害の防止、消防
対策に使います。

14,505 円
商工業や観光の振
興に使います。

5,098 円
議会活動や運営に
使います。

74,827 円
学校・公民館の整
備や教育の充実に
使います。

そ の 他 消 防 費 商 工 費 議 会 費 教 育 費

総 務 費民 生 費衛 生 費農林水産業費土 木 費
皆さん一人一人の行政サービスを金額にすると…614,207 円 （２月末現在の人口で算出）

会　 計 　名 予 算 額
住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,834
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計 4,047
国民健康保険事業特別会計 1,805,651
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 194,057
介 護 保 険 特 別 会 計 1,904,819
温 泉 事 業 特 別 会 計 13,277
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,141,423
農業集落排水処理事業特別会計 233,705
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 992
橋 津 財 産 区 特 別 会 計 377
宇 野 財 産 区 特 別 会 計 2,510
舎 人 財 産 区 特 別 会 計 76
東 郷 財 産 区 特 別 会 計 728
花 見 財 産 区 特 別 会 計 89

国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

収益的収入　306,498
資本的収入                       0
収益的支出　304,869
資本的支出　    20,000

水 道 事 業 会 計

収益的収入　228,006
資本的収入            7,057
収益的支出　225,935
資本的支出　119,696

単位：千円

予算額（千円）
構成比

１人当たり納付額（円）
※２月末現在の人口で算出
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▼
た
じ
り
こ
ど
も
園
再
整
備
の
た

め
、
基
本
計
画
・
施
設
整
備
計
画
の

検
討
を
開
始
し
ま
す
。【
た
じ
り
こ

ど
も
園
施
設
整
備
事
業
／
11
万
円
】

▼
育
児
不
安
を
緩
和
す
る
産
後
ケ

ア
施
設
利
用
料
を
無
償
化
し
ま

す
。【
産
後
ケ
ア
事
業
／
26
万
円
】

▼
特
産
品
で
あ
る
梨
、
ブ
ド
ウ
な

ど
の
栽
培
資
材
設
置
に
対
す
る
助

成
を
行
い
ま
す
。【
特
産
果
物
生

産
振
興
事
業
／
３
２
８
万
円
】

▼
多
目
的
広
場
の
芝
生
を
張
り
替

え
、ト
イ
レ
を
改
修
し
ま
す
。【
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ふ
る
里
公
園
施

設
整
備
事
業
／
３
７
７
９
万
円
】

▼
羽
合
小
学
校
東
側
の
町
道
久
留

鴨
井
手
線
な
ど
、
道
路
の
拡
幅
改

良
事
業
に
着
手
し
ま
す
。【
道
路
新

設
改
良
事
業
（
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
）
／
２
億
２
０
０
万
円
】

▼
ひ
き
こ
も
り
問
題
な
ど
、複
雑
・

多
様
な
福
祉
課
題
に
総
合
的
に
取

り
組
み
ま
す
。
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
包
括
的
・
総
合
的

な
相
談
体
制
を
構
築
し
ま
す
。【
地

域
共
生
包
括
的
支
援
体
制
構
築
事

業
／
５
５
９
万
円
】

▼
高
齢
化
に
伴
う
、
も
の
忘
れ
や

運
動
機
能
低
下
な
ど
の
早
期
発

見
・
早
期
予
防
を
図
り
ま
す
。
フ

▼
防
災
行
政
無
線
を
更
新
し
、
災
害

発
生
時
に
必
要
な
情
報
を
迅
速
に
提

供
し
ま
す
。【
防
災
行
政
無
線
管
理

臨
時
経
費
／
３
億
１
９
７
０
万
円
】

▼
消
防
車
な
ど
に
備
え
て
い
る
消

防
無
線
機
を
更
新
し
、
通
信
エ
リ

ア
の
拡
大
に
よ
る
機
能
拡
充
を
図

り
ま
す
。【
消
防
経
常
経
費
／
１

４
７
２
万
円
】

▼
旧
中
学
校
跡
地
な
ど
の
利
用
用
途

を
決
め
る
に
当
た
り
、
民
間
提
案
の

活
用
や
企
業
誘
致
を
行
い
ま
す
。【
跡

地
利
用
検
討
事
業
／
１
０
４
万
円
】

▼
令
和
３
年
度
か
ら
の
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
基
本
構
想

や
５
年
間
の
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。【
総
合
計
画
策
定
事
業
／

１
６
８
万
円
】

▼
東
郷
池
周
の
景
観
保
全
な
ど
を

行
う
た
め
、
景
観
形
成
条
例
の
制

定
お
よ
び
景
観
計
画
の
策
定
に
向

け
、
検
討
を
進
め
ま
す
。【
景
観

計
画
等
検
討
事
業
／
29
万
円
】

▼
ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
情
報
通
信
の

機
器
更
新
の
最
終
年
と
な
る
本
年

度
は
、
羽
合
、
東
郷
地
域
を
整
備

し
ま
す
。【
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
／
４
億
４
２
４
４
万
円
】

▼
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
日
本

の
人
口
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
最

も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。
基

準
日
は
10
月
１
日
。【
国
勢
調
査

／
６
４
０
万
円
】

▼
泊
地
域
に
お
け
る
「
小
さ
な
拠

点
」
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
買

い
物
機
能
拠
点
の
検
討
や
基
本
設

計
を
行
い
ま
す
。【
小
さ
な
拠
点

推
進
事
業
／
１
７
０
万
円
】

▼
役
場
支
所
や
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー

ル
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
湖
園
に
、

視
覚
障
が
い
者
音
声
誘
導
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
ま
す
。【
支
所
施
設
整

備
事
業
ほ
か
／
４
０
８
万
円
】

▼
津
波
発
生
時
に
緊
急
避
難
所
と

な
る
役
場
泊
支
所
の
耐
震
補
強

や
、
避
難
路
確
保
の
た
め
の
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。【
泊
支
所
施

設
整
備
事
業
／
１
１
４
４
万
円
】

▼
レ
ー
ク
サ
イ
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

ゆ
り
は
ま
に
計
画
す
る
公
営
住
宅

用
地
を
取
得
し
ま
す
。
建
設
・
運

営
は
、
公
民
連
携
に
よ
る
手
法
で

実
施
し
ま
す
。【
町
営
住
宅
管
理

臨
時
経
費
／
９
６
６
３
万
円
】

町
の
新
規
事
業

　
令
和
２
年
度
に
取
り
組
む
事
業
の
う
ち
、
主
な
新
規
事
業

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
主
要
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度

レ
イ
ル
（
※
）
チ
ェ
ッ
ク
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
導
入
し
、
個
々
に
応

じ
た
運
動
や
町
事
業
へ
の
参
加
を

提
案
し
ま
す
。【
脱
フ
レ
イ
ル
大

作
戦
／
３
０
８
万
円
】

▼
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
事

業
を
拡
大
し
、
広
域
自
治
体
の
相

互
連
携
で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と

医
療
費
の
抑
制
を
目
指
し
ま
す
。

【
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用
し
た
飛
び
地
型

自
治
体
連
携
事
業
（
地
方
創
生
）

／
２
１
２
５
万
円
】

▼
月
額
７
千
円
を
超
え
る
高
等
学
校

へ
の
通
学
費
を
助
成
し
ま
す
。【
通

学
費
助
成
事
業
／
８
０
３
万
円
】

▼
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
て
、
小
・
中
学
校

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
を
推
進
し
ま
す
。【
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
機
材
等
整
備
事
業
／
６
０
８
１

万
円
】

▼
中
央
公
民
館
泊
分
館
の
建
て
替

え
に
伴
い
、
代
替
施
設
と
な
る
青

少
年
の
家
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

【
泊
分
館
管
理
運
営
臨
時
経
費
／

１
９
４
万
円
】

▼
羽
衣
石
城
跡
の
国
史
跡
指
定
に

向
け
た
発
掘
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。【
遺
跡
発
掘
等
調
査
事
業
費

／
３
９
３
万
円
】

※フレイル…加齢により心身が衰えた状態のこと。しかし、適切に支援を
受けることで健常な状態に回復することができる時期ともされています。 8広報ゆりはま



町
体
育
協
会
表
彰

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
町

体
育
協
会
表
彰
式
が
２
月
16
日
、
役
場
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
お
よ
び
団
体
選
手
名
略
）

◆
体
育
功
労
賞

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
宮
本
佳
幸

◆
優
秀
指
導
者
賞

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
實
田
大
輔

◆
ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
賞

▽
卓
球
＝
森
田
泰
代

◆
成
績
優
秀
賞

【
小
学
生
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
朝
倉
桃
花
、
遠
藤
心
太
、

岡
本
絢
羽
、
梶
尾
秀
汰
、
北
原
仁

瑚
、
桑
原
優
彩
、
坂
口
ソ
ラ
ス
海

翔
、坂
本
拓
未
、椿
玲
奈
、徳
田
憐
、

長
田
埜
乃
、
長
綱
茉
咲
、
藤
岡
侑

沙
、
本
田
茉
優
、
萬
場
心
太
、
宮

𦚰
伶
也
、
山
田
菜
月
、
山
田
真
子

▽�

テ
ニ
ス
＝
櫻
井
利
真

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
秋
田
逸
成
、
生

田
優
美
菜
、
尾
島
美
郁
、
尾
島
美

月
、
加
藤
沙
徠
、
神
谷
太
一
、
木

下
日
萌
、
木
下
夕
萌
、
實
田
珠
愛
、

下
田
悠
貴
、
森
田
誠
史
、
山
﨑
詩

子
、
山
下
千
晴
、
山
本
麗
奈
、
山

本
蓮

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
清
水
結
人

▽�

水
泳
＝
朝
倉
一
成
、
筏
津
健
斗
、

貝
本
莉
緒
菜
、
坂
口
結
菜
、
杉
井

福
雨
、
杉
井
紅
月
、
中
嶋
一
太
、

本
川
美
和

▽�

カ
ヌ
ー
＝
植
田
莉
生
、
川
本
空
翔
、

川
本
円
花

▽�

剣
道
＝
山
本
琴
音

▽�

相
撲
＝
瀬
戸
宝

【
小
学
生
／
団
体
】

▽
ア
ロ
ハ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
▽
東
郷
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
男
子
・
女
子
▽
東
郷
小
学
校
（
陸

上
）
▽
羽
合
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
女
子

【
中
学
生
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
岩
本
怜
大
、
川
本
玲
央
、

長
田
迅
、
中
原
世
賀
、
森
本
陽
菜
、

山
田
雅
貴

▽�

テ
ニ
ス
＝
小
松
優
貴
、
櫻
井
友
子
、

谷
口
翔
哉
、
濵
家
果
子
、
吉
野
禄
人

▽�
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
實
田
煌
羽

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
楳
田
康
人
、
嶋

本
航
大
、
高
橋
永

▽�

水
泳
＝
筏
津
理
斗
、
鏡
美
麗
、
河

口
夏
葵
、
宮
城
歩
優
、
若
原
翔
誠

▽�

柔
道
＝
芝
光
琉
、
谷
岡
沙
紀
、
松

村
康
平

▽�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
中
村
日
菜
多
、

濱
田
優
晴

▽
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
＝
前
田
恵
舞

【
中
学
生
／
団
体
】

▽
湯
梨
浜
中
学
校
駅
伝
部
▽
湯
梨
浜

中
学
校
柔
道
部
▽
湯
梨
浜
中
学
校
卓

令
和
元
年
度

球
部
男
子
・
女
子
▽
湯
梨
浜
中
学
校
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
▽
湯
梨
浜
中
学
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
▽
湯
梨
浜
中
学

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
・
女

子
▽
湯
梨
浜
中
学
校
バ
レ
ー
部
女
子

【
高
校
生
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
音
田
澪
希
、
川
本
巧
、
坂

口
ジ
ャ
ス
ミ
ン
紫
苑
、
清
水
彩
名
、

陶
山
知
明
、
田
中
愛
海
、
寺
地
裕

紀
、
濱
本
か
れ
ん
、
濱
本
さ
く
ら
、

福
本
航
太
、
福
山
愛
羅
、
牧
野
晃

大
、
松
田
ひ
な
た
、
山
田
純
名

▽�

テ
ニ
ス
＝
天
野
奈
南
、
中
村
花
音
、

橋
本
空
瑠
美
、
濵
家
早
都
、
藤
井

颯
生

▽�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
安
藤
有
摩
、
岸

田
和
大
、
佐
伯
風
音
、
千
石
顕
正
、

田
中
絢
、
戸
羽
優
心
、
中
山
京
栄
、

樋
野
元
輝
、
福
山
緩
千
、
前
田
直

哉
、
前
田
颯
斗
、
宮
坂
拓
翔

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
西
鼻
大
志
、
前

田
嵐
士

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
高
橋
倖
、
田
中

玲
唯

▽�

水
泳
＝
古
川
鈴
夏
、
宮
城
和

▽�

自
転
車
＝
寺
田
茉
那
、
西
條
玲
緒

▽�

弓
道
＝
絹
見
憩

▽�

カ
ヌ
ー
＝
川
元
蒼
真
、
森
田
愛
梨

▽�

レ
ス
リ
ン
グ
＝
石
川
海
月
、
杉
谷

康
真

▽�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
榎
紗
妃
、

清
水
麻
那
、
田
中
青
蘭
、
戸
羽
由

紀
野
、
山
本
玲
音

▽
空
手
＝
津
村
紘
華

▽
卓
球
＝
橋
嵜
秀
吾
、
森
田
真
綾

【問い合わせ】町教育委員会生涯
学習・人権推進課（℡ 35-5368）

▽
ラ
グ
ビ
ー
＝
山
名
翔

▽
柔
道
＝
米
本
羽
菜

▽�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
田
中
佐
和
子

▽�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
＝
田
村
巧

【
一
般
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
北
村
弘
子
、
佐
藤
絵
里
、

藤
井
貞
宣
、
藤
田
善
博
、
山
根
亮
一

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
中
井
克
彦
、
松

井
透

▽�

水
泳
＝
石
原
享
子
、
杉
井
風
輝
、

祖
田
栄
一
、
中
前
雄
一
郎
、
西
川

貴
大
、
米
原
慎
悟
、
谷
岡
慎
矢

▽�

自
転
車
＝
青
木
瑞
樹
、
山
根
慶
太
、

山
根
将
太

▽�

剣
道
＝
國
田
絢
莉
、
國
田
利
江
、

佐
々
木
麻
美
、
竹
内
善
一
、
橋
本

奈
津
美
、
前
田
ひ
か
り
、
松
川
恵
也

▽�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
＝
中
原
克

昭
、
西
橋
壽
美
恵
、
梅
原
充
朗
、

吉
川
勝
治
、
前
田
好
枝

【
一
般
／
団
体
】

▽
チ
ー
ム
湯
梨
浜
総
合
リ
レ
ー
（
水

泳
）
▽
湯
梨
浜
男
子
リ
レ
ー
（
水
泳
）

▽
湯
梨
浜
男
子
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

（
水
泳
）
▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

部
（
泊
Ａ
・
泊
Ｂ
・
羽
合
Ｂ
）
▽
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
成
年
男
子
１
部
・
２

部
・
３
部
▽
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

メ
ン
ズ
２
部
▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
成

年
男
子
▽
綱
引
男
子
▽
テ
ニ
ス
部
成

年
男
子
・
女
子
▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
成
年
男
子
１
部
・
女
子
１
部
▽

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
成
年
男
子
２
部
▽

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
わ
い
マ
マ
さ
ん

の
部
▽
野
球
部
成
年
男
子
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地
域
猫
に
つ
い
て

　

地
域
猫
と
は
、
地
域
の
理
解
と

協
力
を
得
て
、
地
域
住
民
の
認
知

と
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
、
特
定

の
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

そ
の
地
域
に
あ
っ
た
や
り
方

で
、
飼
養
管
理
方
法
を
決
め
、
管

理
対
象
の
猫
を
把
握
し
ま
す
。
併

せ
て
、
エ
サ
や
ふ
ん
尿
の
管
理
、

不
妊
去
勢
手
術
の
徹
底
、
周
辺
美

化
な
ど
地
域
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
適
切
に
管
理
し
、
こ
れ
以
上
数

を
増
や
さ
ず
、
一
代
限
り
の
生
を

全
う
さ
せ
る
猫
を
指
し
ま
す
。

地
域
猫
活
動
と
は
？ 

　

地
域
猫
活
動
は
地
域
住
民
と
飼

い
主
の
い
な
い
猫
と
の
共
生
を
目

指
し
、
不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
住
民
の
手
で
適
正
に

飼
養
管
理
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に

飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
ゼ
ロ
に
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
実
際
に
数
を
減
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
数
年
の
時
間

が
必
要
で
す
。
当
面
は
「
こ
れ
以

上
猫
を
増
や
さ
な
い
」「
放
置
さ

れ
た
エ
サ
に
よ
る
問
題
や
ふ
ん
尿

被
害
を
防
止
す
る
こ
と
」
な
ど
を

目
的
と
し
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

猫
の
問
題
を
「
地
域
の
問
題
」
と

し
て
捉
え
、
地
域
の
活
動
と
し
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
猫
は
野
良
猫
と
は
異
な
り

ま
す
。
エ
サ
、
水
や
り
の
場
所
は

決
め
ら
れ
、
ふ
ん
尿
の
処
分
や
周

辺
の
清
掃
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

不
妊
去
勢
手
術
を
行
う
こ
と
で
数

の
増
加
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

住
民
は
猫
に
よ
る
被
害
の
現
状

を
十
分
認
識
し
、
野
良
猫
を
排
除

す
る
の
で
は
な
く
「
地
域
住
民
が

飼
養
管
理
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ

ル
を
な
く
す
た
め
の
試
み
」
と
、

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
具
体
的
に
は
…
】

①�

地
域
に
い
る
飼
い
主
の
い
な
い

猫
全
頭
に
不
妊
去
勢
手
術
を
行

い
、繁
殖
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

②�

エ
サ
や
り
の
時
間
と
場
所
を
決

め
、
食
後
は
必
ず
片
付
け
て
、

エ
サ
の
置
き
っ
放
し
は
絶
対
に

し
な
い
。

③�

猫
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
ト
イ

レ
で
排
せ
つ
す
る
よ
う
に
し
つ

け
る
。
ふ
ん
は
片
付
け
る
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
と
は
？

　

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
と
は
、
地
域
猫
活

動
の
基
本
と
な
る
活
動
で
す
。
飼

い
主
の
い
な
い
猫
の
繁
殖
を
抑

え
、
数
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
「
捕
獲
（Trap

）
し

て
、
不
妊
去
勢
手
術
（N

euter

）

を
施
し
て
、
元
の
場
所
に
戻
す

（Return

）」
活
動
で
す
。

　近年、飼い主のいない猫、いわゆる野良猫によるふ
ん尿被害、倉庫、車庫、家の縁の下などで生まれる子
猫などに関する苦情や相談が多く寄せられています。
　このようなトラブルの根本的な解決を図る方法と
して、「地域猫活動」が注目されています。
　また町では、本年度から飼い主のいない猫の不妊去
勢手術費に対する補助金を拡充します。

【問い合わせ】役場町民課（℡
35-5318）、県中部総合事務所生活
環境局生活安全課（℡ 23-3149）

地
域
猫

～地域猫活動と飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金～猫と共に生きる―
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■
補
助
対
象
者

　

動
物
病
院
で
町
内
に
生
息
す
る

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
不
妊
去
勢

手
術
を
受
け
さ
せ
た
、
町
に
住
所

の
あ
る
個
人
お
よ
び
町
内
で
活
動

す
る
団
体
ま
た
は
自
治
会
な
ど

■
補
助
金
額

　

補
助
率
と
上
限
額
を
上
表
の
と

お
り
拡
充
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
拡
充
は
令
和
２
年
４

月
１
日
以
降
に
実
施
し
た
不
妊
去

勢
手
術
が
対
象
で
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
術
に
係
る
費
用
に
つ

い
て
は
、
動
物
病
院
な
ど
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
た
飼
い

主
の
い
な
い
猫
に

は
、
手
術
済
み
で

あ
る
こ
と
の
証
明

と
し
て
、
手
術
後
に
片
方
の
耳

の
先
端
を
Ｖ
字
に
切
り
取
る
処

置
を
施
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

猫
の
飼
い
方

　

猫
の
飼
い
方
と
し
て
、
室
内

飼
養
（
家
の
外
に
出
さ
ず
、
家

の
中
だ
け
で
飼
う
こ
と
）
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

猫
に
と
っ
て
、
家
の
外
は
危

険
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。

家
の
外
で
放
し
飼
い
に
す
る
と
、

交
通
事
故
に
遭
っ
て
死
ん
で
し

ま
っ
た
り
、
他
人
の
庭
や
畑
で

ふ
ん
尿
を
し
て
荒
ら
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
猫
と
け

ん
か
し
て
け
が
を
し
た
り
、
病
気

を
う
つ
さ
れ
た
り
、
望
ま
な
い
妊

娠
を
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。

　

猫
は
、
上
下
運
動
（
キ
ャ
ッ
ト

タ
ワ
ー
や
家
具
の
登
り
降
り
な
ど
）

だ
け
で
必
要
な
運
動
量
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
家
の
外
を

散
歩
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を

し
、
爪
と
ぎ
器
を
用
意
し
て
、
お

も
ち
ゃ
や
キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー
で
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス

を
た
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
室
内
飼
養
し
て
い
る
場

合
で
も
、万
が
一
外
に
出
て
し
ま
っ

た
時
の
た
め
に
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
や
飼
い
主
の
連
絡
先
が
書
い
て

あ
る
首
輪
を
装
着
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

大
切
な
猫
の
命
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
飼
い
主
だ
け
で
す
。

猫
は
家
の
外
に
は
出
さ
ず
、
家
の

中
だ
け
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
補
助
金
の
拡
充
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
必
要
な
繁
殖
と
増
加
の
抑
止
な
ど

を
目
的
と
し
、
町
内
に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
不
妊
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
た
町
民
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
同
補
助
金

に
つ
い
て
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
補
助
率
と
上
限
額
を
拡
充
し
ま
し
た
。

不妊去勢手術の時期 令和２年３月31日まで 令和２年４月１日以降
補助率 1/2 全額
上限額 5,000 円 10,000 円

【補助率と上限額】

愛護動物の遺棄は犯罪です
　飼い主のいる、いないにかかわらず、猫や犬、その他の動物
を段ボールなどに入れて公園、道路、山林等に放置することは、
愛護動物の遺棄に該当し、動物愛護管理法違反で罰金刑に処さ
れます。また、遺棄が疑われる場合は警察に通報することもあ
ります。繁殖を望まない場合は、不妊去勢手術を行って不幸な
命が産まれないようにしましょう。
　愛護動物の遺棄に関して、令和２年６月以降は以下のと
おり罰則が強化されます。
【現行法】
▽愛護動物を遺棄・虐待した場合＝ 100 万円以下の罰金
▽�愛護動物を殺傷した場合＝２年以下の懲役または 200 万
円以下の罰金

【令和２年６月以降】
▽�愛護動物を遺棄・虐待した場合＝１年以下の懲役または
100 万円以下の罰金
▽�愛護動物を殺傷した場合＝５年以下の懲役または 500 万
円以下の罰金
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町
職
員

人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　
　
）
内
は
旧
職
で
す
。

■
異
動　
４
月
１
日
付

【
総
務
課
】
▼
課
長　

杉
原
寛

（
町
民
課
長
）
▼
財
務
管
理
・

行
革
担
当
参
事　

出
西
剛
（
総

務
課
長
補
佐
）
▼
課
長
補
佐　

松
嶋
一
将
（
総
務
課
財
務
管
財

係
長
）
▼
財
務
管
財
係
長　

山

下
史
（
総
務
課
財
務
管
財
係
副

主
幹
）▼
主
事　

瀧
野
直
也（
建

設
水
道
課
主
事
）
▼
主
事　

森

達
彦
（
鳥
取
県
）
▼
運
転
支
援

員
（
再
任
用
）　

藤
田
和
也
（
総

務
課
運
転
支
援
員
（
再
任
用
））

▼
財
務
管
財
支
援
員
（
再
任
用
）

　

重
松
雅
文
（
総
務
課
長
）

【
企
画
課
】
▼
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
長　

井
上
卓
也
（
総
合
福

祉
課
生
活
支
援
係
長
）
▼
主
事

　

山
根
渉
（
総
合
福
祉
課
主
事
）

▼
主
事
（
条
件
付
）　

石
田
琢

朗
▼
企
画
情
報
支
援
員
（
再
任

用
）　

冨
山
弘
道
（
企
画
課
企

画
情
報
支
援
員
（
再
任
用
））

【
み
ら
い
創
造
室
】
▼
未
来
創

造
担
当
主
事
（
条
件
付
）　

松

岡
七
海

【
町
民
課
】
▼
課
長　

尾
坂
英

二
（
健
康
推
進
課
長
）
▼
参
事

兼
東
郷
支
所
長　

西
田
貴
頼

（
総
務
課
付
主
幹
）
▼
地
籍
整

備
担
当
参
事　

吉
野
和
男
（
町

民
課
主
幹
兼
東
郷
支
所
地
籍
整

備
班
主
幹
）
▼
課
長
補
佐　

宮

川
紳
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
）

▼
住
宅
／
環
境
廃
棄
物
対
策
係

長　

網
師
本
教
正
（
産
業
振
興

課
基
盤
整
備
係
長
）
▼
住
宅
／

環
境
廃
棄
物
対
策
係
副
主
幹　

石
原
英
治
（
町
民
課
主
事
）
▼

主
事
兼
東
郷
支
所
窓
口
業
務
班

主
事　

塚
根
美
由
紀
（
総
務
課

付
主
事
）
▼
主
事
（
条
件
付
）

　

岡
本
め
ぐ
み

【
子
育
て
支
援
課
】
▼
課
長
補

佐
兼
子
育
て
支
援
係
長　

三
ツ

井
和
彦
（
企
画
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
係
長
）
▼
子
育
て
支
援
員

（
再
任
用
）　

角
陽
子
（
子
育
て

支
援
課
子
育
て
支
援
員
（
再
任

用
））

【
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
】
▼
保

育
教
諭
（
条
件
付
）　

小
原
啓

樹

【
は
わ
い
こ
ど
も
園
】
▼
保
育

教
諭
（
条
件
付
）　

坂
口
詩
步

【
わ
か
ば
こ
ど
も
園
】
▼
保
育

教
諭　

安
藤
未
咲
（
総
務
課
付

保
育
教
諭
）

【
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
】
▼
保

育
教
諭　

河
本
洋
子
（
総
務
課

付
保
育
教
諭
）

【
健
康
推
進
課
】
▼
課
長　

林

紀
明
（
総
務
課
財
務
管
理
・
行

革
担
当
参
事
）
▼
健
康
増
進
係

長　

植
田
美
奈
子
（
長
寿
福
祉

課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

副
主
幹
）
▼
保
健
師　

間
屋
口

知
里
（
総
務
課
付
保
健
師
）

【
産
業
振
興
課
】
▼
課
長
補
佐

　

香
川
佐
織
（
子
育
て
支
援
課

長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
）

▼
生
産
振
興
係
長　

清
水
豊

（
教
育
総
務
課
教
育
施
設
係
長
）

▼
基
盤
整
備
係
長　

足
立
哲

治
（
建
設
水
道
課
上
水
道
係
長
）

▼
土
木
技
師
（
条
件
付
）　

小

田
大
地
▼
技
術
支
援
員
（
再
任

用
）　

西
原
信
男

【
建
設
水
道
課
】
▼
課
長
補
佐

兼
都
市
計
画
係
長　

木
山
高

志
（
鳥
取
県
）
▼
上
水
道
係
長

　

武
部
好
行
（
産
業
振
興
課
主
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事
）
▼
土
木
技
師
（
条
件
付
）

　

大
濱
健
悟
▼
技
術
支
援
員
兼

建
設
・
設
計
専
門
員
（
再
任
用
）

　

小
林
長
志
（
建
設
水
道
課
技

術
支
援
員
兼
建
設
・
設
計
専
門

員
（
再
任
用
））

【
総
合
福
祉
課
】
▼
生
活
支
援

係
長　

小
松
泰
幸
（
町
民
課
住

宅
／
環
境
廃
棄
物
対
策
係
長
）

▼
主
事　

石
坂
侑
平
（
長
寿
福

祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
主
事
）

【
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）】
▼
主
幹　

大

田
幸
子
（
健
康
推
進
課
健
康
増

進
係
長
）
▼
主
事
（
条
件
付
）

　

岡
本
啓
吾

【
教
育
総
務
課
】
▼
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長　

尾
崎
寿
彦
（
教

育
総
務
課
長
補
佐
）
▼
教
育
施

設
係
長　

牧
田
な
ぎ
さ
（
総
務

課
付
係
長
）
▼
主
事　

向
井
美

里
（
町
民
課
主
事
兼
東
郷
支
所

窓
口
業
務
班
主
事
）

【
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課
】
▼

課
長　

山
崎
有
紀
子
（
町
民
課

長
補
佐
）
▼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
担
当
参
事　

池
田
豊
具
（
教
育
総
務
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
）

【
図
書
館
】
▼
し
お
さ
い
プ
ラ

ザ
と
ま
り
図
書
支
援
員
（
再
任

用
）　

中
嶋
二
三
雄
（
し
お
さ

い
プ
ラ
ザ
と
ま
り
図
書
支
援
員

（
再
任
用
））

【
国
民
宿
舎
水
明
荘
】
▼
業
務

支
援
員
（
再
任
用
）　

森
法
子

（
国
民
宿
舎
水
明
荘
業
務
支
援

員
（
再
任
用
））

【
総
務
課
付
】
▼
主
事　

蔵
本

あ
す
実
（
図
書
館
主
事
）
▼
栄

養
士　

岸
野
紗
央
里
（
健
康
推

進
課
栄
養
士
兼
子
育
て
支
援
課

栄
養
士
）
▼
保
育
教
諭　

倉
永

伊
代
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
）
▼
保
育
教
諭　

山
根
友

梨
花
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
）

【
派
遣
】
▼
総
務
課
付
参
事
（
湯

梨
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
）　

岸
田
哲
夫
（
産
業
振
興
課
長
補

佐
兼
生
産
振
興
係
長
）
▼
鳥
取

県　

濵
本
怜
子
（
み
ら
い
創
造

室
未
来
創
造
担
当
主
事
）

■
退
職　
３
月
31
日
付

▼
丸
真
美
（
生
涯
学
習
・
人
権

推
進
課
長
）▼
青
木
さ
と
み（
町

民
課
参
事
兼
東
郷
支
所
長
）
▼

藤
井
孝
教
（
総
務
課
主
事
）
▼

川
上
紗
穂
（
わ
か
ば
こ
ど
も
園

保
育
教
諭
）
▼
尾
坂
綾
香
（
ま

つ
ざ
き
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

▼
岡
本
美
由
紀
（
国
民
宿
舎
水
明

荘
業
務
支
援
員
（
再
任
用
））
▼

岸
田
啓
（
建
設
水
道
課
長
補
佐
兼

都
市
計
画
係
長
）
→
鳥
取
県
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■�

支
給
金
額

　

乳
幼
児
１
人
に
つ
き
、
１
カ
月

当
た
り
３
万
円

※
１
カ
月
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

合
は
、
１
日
当
た
り
千
円

■�

支
給
方
法

　

支
給
月
（
４
・
７
・
10
・
１
月
）

に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■�

支
給
要
件

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
実
際
に

町
内
に
居
住
し
、
乳
幼
児
・
支
給

対
象
者
が
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と

【
乳
幼
児
】

▽�

生
後
８
週
間
を
超
え
、
２
歳
ま

で
の
乳
幼
児

▽�

保
育
認
定
（
保
育
の
必
要
性
）

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

【
支
給
対
象
者
】

①
支
給
対
象
者
が
乳
幼
児
の
父
ま

た
は
母
の
場
合

▽�

家
庭
で
１
カ
月
以
上
継
続
し
て

子
育
て
を
し
て
い
る
こ
と

▽�

育
児
休
業
に
か
か
る
給
付
金
や

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

▽�

乳
幼
児
の
父
母
に
町
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
こ
と

②
支
給
対
象
者
が
乳
幼
児
の
祖
父

ま
た
は
祖
母
の
場
合

▽�

父
母
に
代
わ
り
乳
幼
児
を
家
庭

で
１
カ
月
以
上
継
続
し
て
子
育

て
し
て
い
る
こ
と

▽�

乳
幼
児
の
父
お
よ
び
母
の
就
業

状
況
が
、
乳
幼
児
が
こ
ど
も
園

な
ど
に
入
園
す
る
条
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
（
父
母
が
育
児

休
業
中
ま
た
は
求
職
中
の
場
合

は
除
き
ま
す
）

▽�

乳
幼
児
の
父
母
、
支
給
対
象
者

お
よ
び
そ
の
配
偶
者
に
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
申
請
に
必
要
な
書
類

　

申
請
書
、
申
請
者
と
乳
幼
児
の

健
康
保
険
証
（
申
請
者
が
祖
父
母

の
場
合
は
、父
母
の
健
康
保
険
証
）、

父
母
の
戸
籍
謄
本
な
ど
申
請
者
と

乳
幼
児
の
続
柄
が
確
認
で
き
る
も

の
（
住
民
基
本
台
帳
で
続
柄
が
確

認
で
き
な
い
場
合
）、
育
児
休
業
に

か
か
る
給
付
を
受
け
る
期
間
が
終

了
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

※
そ
の
他
、
受
給
資
格
の
調
査
の

た
め
に
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求

め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【問い合わせ】
役場子育て支援課（℡ 35-5324）

検討の背景
　町では、下記の背景を踏まえた上で、将来的な
上下水道料金の改定を計画しています。
▽�上水道事業では、老朽管・施設などの対策として、
年間８千万円程度管路更新工事などの事業を実施
予定であるが、年間５千万円程度の不足が予測さ
れ、収入を増額し財源を確保する必要性がある

▽�下水道事業では、使用料収入で賄うべき汚水処理
にかかる経費・維持管理費を一般会計から繰り入
れしている現状。また、今後長寿命化、老朽化対
策、集排施設の下水道接続の必要性がある
▽�人口減少に伴う水需要の減少、節水意識の向上
や、節水器具の普及など

上下水道料金検討委員会が意見書を提出
　子育て世代、高齢者、事業所などの消費者代表
で構成される上下水道料金検討委員会では、前記
の背景を踏まえた上で適正な料金設定について昨
年 11 月から検討を開始。委員長の水野彰さんと副
委員長の千熊洋子さんが３月 12 日、町へ検討の結
果をまとめた意見書を提出されました。
　意見書には、料金の増額改定を前提に「基本料金
未満の利用者などへの
配慮」「大口需要の事
業者などへの配慮」を
要請する内容などが盛
り込まれています。

　
町
で
は
、
生
後
８
週
間
を
超
え
た
乳
幼
児
を
こ
ど
も
園
な

ど
に
預
け
ず
、
連
続
し
て
１
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
家
庭
で

保
育
す
る
父
母
や
祖
父
母
に
対
し
、
給
付
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
か
ら
支
給
対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
年
齢
上
限

を
従
来
の
１
歳
６
カ
月
か
ら
２
歳
ま
で
に
延
長
し
ま
す
。

家
庭
子
育
て
支
援
事
業
給
付
金

令
和
２
年
度
か
ら
支
援
対
象
を
拡
大

適切な上下水道料金の決定を求め―

上下水道料金検討委員会が意見書提出
【問い合わせ】建設水道課（℡ 35-5328）
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど

　

町
で
は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
・

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
な
ど
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
も
早
め
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
風
し
ん
任
意
接
種（
一
部
助
成
）】

■�

対
象
者　
町
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
で
、
風

し
ん
抗
体
価
が
低
い
人
②
妊
婦
の

夫
③
妊
婦
の
同
居
者
④
妊
娠
を
希

望
す
る
風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
女

性
の
同
居
者
で
、
風
し
ん
抗
体
価

の
低
い
人

■�
助
成
額　
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
３
分
の
２
（
上
限
８
千
円
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
接
種
費
用

を
全
額
助
成
し
ま
す
。

■
請
求
期
限　

　

令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

※
令
和
２
年
４
月
１
日
（
水
）
以

降
の
接
種
が
対
象
で
す
。

■
手
続
き
方
法　

　

医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
支

払
っ
た
後
、
役
場
健
康
推
進
課
ま

た
は
各
支
所
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
指
定
口
座

へ
助
成
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

■�

必
要
な
も
の

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
医
療
機

関
の
領
収
書
、
印
鑑
、
振
り
込
み

を
希
望
さ
れ
る
預
金
通
帳
、
妊
婦

の
母
子
手
帳
（
対
象
者
②
③
）、

※
風
し
ん
抗
体
価
検
査
結
果
が
分

か
る
も
の
（
対
象
者
①
④
）

※
対
象
者
④
の
人
は
、
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
と
本
人
両
方
の
検
査

結
果
が
必
要
で
す
。

【
風
し
ん
追
加
的
対
策（
全
額
助
成
）】

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る

に
は
、
ま
ず
、
抗
体
価
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。検
査
は
、

協
力
医
療
機
関
ま
た
は
町
や
職
場

の
特
定
健
診
と
一
緒
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
検
査
の
結
果
、

風
し
ん
の
抗
体
が
十
分
で
な
い
と

診
断
さ
れ
た
人
は
、
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
抗
体
価
検
査
な
ど
を
受
け
る
に

は
必
ず
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。

■�

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日

～
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
男
性

※
本
年
度
は
昭
和
41
年
４
月
２
日

～
昭
和
47
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で
最

も
多
い
「
肺
炎
球
菌
」
に
よ
る
感

染
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
３
月
下
旬
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
券
と
予
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

■�

対
象
者　
町
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
（
過

去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
済
み
の
人
を
除
く
）

①
令
和
２
年
度
中
に
、
65
・
70
・

75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０

歳
の
い
ず
れ
か
に
な
る
人
②
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
、
内
臓
系
基
礎

疾
患
（
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
障
が
い
）
の
あ
る
人

■�

助
成
期
間　

４
月
１
日
（
水
）

～
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■�

自
己
負
担
額　
３
千
円

　

�（
接
種
費
用
７
９
０
０
円
の
う

ち
、４
９
０
０
円
を
町
が
助
成
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
金

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
疫
を
持
た
な
い
妊
婦
が
風
し

ん
に
感
染
す
る
と
、
白
内
障
、
先

天
性
心
疾
患
、
難
聴
を
主
な
症
状

と
す
る「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」

の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
が
麻

し
ん
に
感
染
す
る
と
流
・
早
産
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
母
体
と
赤
ち
ゃ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
な
ど
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【申し込み・問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5375）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
・

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

に
生
ま
れ
た
男
性
に
ク
ー
ポ
ン
券

を
送
付
し
ま
す
。

■�

自
己
負
担
額　
無
料
（
抗
体
価

検
査
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
全
額
を
町
が
助
成
）

■�

助
成
期
間
　
４
月
１
日
（
水
）

～
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
そ
の
他

　

国
の
方
針
に
よ
り
、
昨
年
度
の

対
象
者
に
送
付
し
た
ク
ー
ポ
ン
券

の
接
種
期
限
が
１
年
間
延
長
さ

れ
、
令
和
３
年
３
月
ま
で
使
用
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
検
査
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
ク
ー

ポ
ン
券
を
廃
棄
せ
ず
、
ま
ず
は
抗

体
価
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
の
対
象
者

（
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
41

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
男
性
）
で
、
検
査
な
ど
を
希
望

す
る
人
は
、
個
別
に
ク
ー
ポ
ン
券

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
役
場
健
康

推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
風
し
ん
抗
体
価
検
査
】

　

県
で
は
、
風
し
ん
へ
の
免
疫
の

有
無
を
調
べ
る
「
風
し
ん
抗
体
価

検
査
」
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
県
中
部
総
合
事
務
所

福
祉
保
健
局（
℡
２
３ｰ

３
１
４
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助
成
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固
定
資
産
税
の
評
価
お
よ
び
課
税
を
適
正
に
行
う
た
め
、
納
税
者
ま
た
は
納

税
義
務
者
が
固
定
資
産
の
価
格
な
ど
を
確
認
で
き
る
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
縦
覧・閲
覧
で
き
る
場
所
は
、
役
場
町
民
課
お
よ
び
各
支
所
で
す
。

【問い合わせ】
役場町民課（℡ 35-3117）

評
価
額
や
資
産
内
容
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

　

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
、
縦

覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
人

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較

で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
土
地
の
み
の
納
税
者
は

土
地
の
み
、
家
屋
の
み
の
納
税
者

は
家
屋
の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

■�

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
６
月
30

日
（
火
）
ま
で

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■�

必
要
な
も
の

▽�

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▽�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

■
手
数
料　
無
料

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
自
己
の
資
産
内
容
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。
借
地
人
や
借
家

人
も
、
借
用
物
件
の
課
税
台
帳
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
に
納
税
通
知
書
と

一
緒
に
お
届
け
す
る
「
課
税
明
細

書
」で
も
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

■�

閲
覧
期
間

　

年
間
を
通
し
て
可
能

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■�

必
要
な
も
の

▽�

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▽�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

▽�

借
地
人
・
借
家
人
＝
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
と
、
借
地
人
・
借
家

人
の
身
分
証
明
書

■�

手
数
料　
１
件
当
た
り
３
０
０

円
で
す
が
、
上
記
縦
覧
期
間
中

は
無
料
で
す
。
課
税
台
帳
の
写

し
は
、
１
枚
10
円
で
す
。

縦
覧
制
度

閲
覧
制
度

　相続、贈与などで土地や建物の所有者
を変更した場合は、令和２年度課税分か
ら所有者が変更になります。
　引き続き口座振替での納税をご希望の
際は、新たな所有者名で口座振替の手続き
が必要になりますので、ご注意ください。

平成 31（令和元）年中に
所有権移転をした人へ

　町では、運転免許証の自主返納者への支援と公共交通の利用促進を図るため、
現行の高齢者定期券購入費助成制度を拡充します。４月１日（水）以降に運転免
許証を自主返納された人を対象に、定期券の購入費用の半額を３年間助成します。
　詳細はお問い合わせいただくか、町ホームページをご覧ください。

■�対象者　令和２年４月１日以降に運転免許証を自主
返納された人で、運転免許証を自主返納した日から
1年を経過した日の属する月の前月までに高齢者定期
券（「シルバー悠遊」「グランド70」）を購入した人

■�対象定期券　運転免許証を自主返納した日から、３年
を経過した日の属する月の前月までに購入する高齢者
定期券（令和２年５月に免許証を自主返納した人であ
れば、令和５年４月までに購入する高齢者定期券）
■�購入方法　バス事業者の販売窓口で申請書兼委任状
に必要事項を記入し、右表の定期代金をお支払いく

バス高齢者定期券購入費の半額を助成
自動車運転免許証を自主返納した人が対象

【問い合わせ】
役場企画課（℡ 35-5305）

ださい。購入時には、運転免許試験場などで発行さ
れる「運転経歴証明書」（有料）と証明写真が必要です。

※証明写真の大きさは定期券の種類によって異なります。

定期券名 販売元 有効期間 割引後価格

シルバー悠遊 日本交通㈱
３カ月 5,200 円
６カ月 8,850 円
１年 15,700 円

グランド 70 日本交通㈱
日ノ丸自動車㈱ ６カ月 13,100 円
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【団体の紹介】
　めぐみのゆ公園を育てる会は、花見地域の 26
団体を会員として、平成 16 年に設立しました。
　主な活動は、町から受託した公園の環境整備
と足湯清掃などの作業を週３回行っています。
12 の自治会が交代で毎月１回ごみ拾いを実施す
るほか、年２回会員全体で公園の草刈りや花壇
の植栽、樹木の剪

せんてい

定も実施するなど、環境美化
にも取り組んでいます。また、梨の時期に合わせ、
交流会まつりを開催しています。
【会員の皆さんからのコメント】
　地元の要望から生まれた「めぐみのゆ公園」。
連日にぎわっていますが、景色を楽しみながら
足湯に温泉スタンド、温泉卵をご利用ください。
■問い合わせ　事務局・岡本（℡ 32-1739）

【団体の紹介】
　泊潮風クラブは、高齢者の生きがいづくり、地域
の活性化を目的として活動しています。
　同クラブでは、泊マイロード（町道泊中央線）を
往来する住民やグラウンド・ゴルフをするために訪
れた人に喜んでいただけるよう、春と秋に植栽ブロッ
クに花を植え付けています。また、草とりや水やり
などの管理、周辺の美化活動などを行っています。
　このほか、研修会や交流会の開催、泊漁港にこい
のぼりを掲揚するなど、積極的に活動しています。
【会員の皆さんからのコメント】
　今後も美しい泊マイロードを皆さんに楽しんで
もらえるよう活動を続けていきます。ぜひ、花で
いっぱいの泊マイロードを見に来てください。
■問い合わせ　代表・濵田（℡ 34-2161）

めぐみのゆ公園を育てる会

1/17 作成予定

泊潮風クラブ

　町内のボランティア団体や、協会、
委員などの各種団体を紹介します。
入会希望の人、活動の詳細などは、
各団体にお問い合わせください。

町内の
各種団体を紹介

Vol.3

　昨年 11 月の「ゆりはま家族の日」に合わせ
て募集していた、家族をテーマにした俳句、川
柳、標語の入賞作品が決定しました。
　入賞作品は、町ホームページに掲載していま
す。たくさんのご応募ありがとうございました。

ゆりはま家族の日
入賞作品が決定

【問い合わせ】役場企画課（℡ 35-5311）

最優秀賞作品（敬称略）
【一般の部（俳句）】
春
はるごたつ
炬燵　孫の手引きで　スマホ操

く
る／河本久美子

【一般の部（川柳）】
孫笑う　つられてみんな　大笑い／堀かずこ
【小学生高学年の部（標語）】
泣いても　笑っても　家族の心は　ワンチーム／泊小学校６年　北原仁瑚
【小学生低学年の部（標語）】
ぼくたちの　きもちをつなぐ　かぞくノート／東郷小学校２年　齊藤耕生
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額の合計
【有害鳥獣捕獲奨励金】
■�対象者　町から有害捕獲許可（鳥
獣の保護及び狩猟の適正化に関する法
律（平成 14 年法律第 88 号）第９条第 1
項の許可）を受けて、以下の対象獣を捕獲した人
■奨励金の額（１頭当たり）
　�▽イノシシ＝１万円▽シカ（３月～ 10 月）＝
１万円▽シカ（11 月～２月）＝ 5,000 円▽ヌー
トリア＝ 3,000 円▽アライグマ＝１万円

狩猟免許の取得経費を助成します
　町内において、イノシシなどの有害鳥獣による農業被害が深刻化する中、捕獲
資格を持つ狩猟者が高齢化に伴い減少しています。町では、狩猟者を確保するた
め、狩猟免許取得にかかる経費の助成制度を設けています。また、有害捕獲許可
を受けて鳥獣を捕獲した場合、奨励金を交付します。詳細は問い合わせください。

【問い合わせ】役場産
業振興課（℡ 35-5385）

【狩猟免許取得助成】
■対象者　町内に在住し、狩猟者登録を行う人
■�対象経費　①狩猟者登録する狩猟免許の取得およ
び更新に要する経費（受験手数料、更新手数料）
　②狩猟者登録に要する経費（登録手数料、狩猟税）
■�助成内容　▽新規に狩猟者登録を行う人＝対象経
費の 10/10 ▽狩猟者登録の更新を行う人＝対象経
費の 2/3 以内
※複数の狩猟免許を取得・更新した場合、免許の種
類ごとに補助率を乗じ、1,000 円未満を切り捨てた

い
き
い
き
！
農
業
！

～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

農
地
転
用
に
は

県
の
許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
転
用
は
、
農
地
を
農
地
以

外
の
土
地
に
す
る
こ
と
で
、
県
の

許
可
が
必
要
で
す
。
農
地
転
用
の

手
続
き
は
、
状
況
に
よ
っ
て
必
要

な
書
類
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
ま

ず
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
一
時
的
な
資
材
置
き
場
や
現
場

事
務
所
な
ど
の
場
合
】

　

農
地
を
一
時
的
な
資
材
置
き

場
、
現
場
事
務
所
な
ど
と
し
て
利

用
す
る
場
合
や
、
車
を
農
地
に
置

く
場
合
も
転
用
と
な
り
、
許
可
が

必
要
で
す
。

【
耕
作
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
山

間
部
の
農
地
に
植
林
す
る
場
合
】

　

植
林
も
農
地
転
用
の
許
可
が
必

要
で
す
。
土
地
が
農
業
振
興
地
域

農
用
地
の
場
合
は
、
農
用
地
除
外

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
役
場
産
業
振
興
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
許
可
な
く
転
用
し
た
場
合
】

　

許
可
な
く
農
地
転
用
を
行
っ
た

場
合
、
個
人
に
は
３
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
、
法
人
に
は
１
億
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

登
記
地
目
が
農
地
で
、

現
状
が
違
う
土
地
に
つ
い
て

　

登
記
地
目
が
「
田
」・「
畑
」

の
土
地
が
農
地
以
外
の
土
地
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
の
要
因
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▽�

農
地
転
用
の
許
可
を
得
て
住
宅

な
ど
を
建
設
整
備
し
た
が
、
完

了
手
続
き
を
せ
ず
地
目
変
更
の

手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た

▽�

田
畑
が
管
理
で
き
ず
土
地
が
荒

廃
し
て
山
林
・
原
野
化
し
た

▽�

農
作
業
施
設
や
農
機
具
庫
と
し

て
整
備
し
た
が
、
自
家
用
車
の

車
庫
に
建
て
替
え
た

▽�

農
地
転
用
の
許
可
を
得
ず
、
資

材
置
き
場
な
ど
に
し
た

　

こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
、
農

地
で
な
い
現
状
の
ま
ま
20
年
以
上

経
過
し
て
い
る
な
ど
、
一
定
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
非

農
地
と
し
て
証
明
を
受
け
、
登
記

地
目
の
変
更
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
非
農
地
証
明
は
、
農
地

転
用
の
許
可
書
と
同
じ
効
力
を
持

ち
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ　

町
農
業
委
員

会
事
務
局
（
℡
３
５ｰ

５
３
８

９
）、
役
場
産
業
振
興
課
（
℡

３
５ｰ

５
３
８
４
）
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会員の２月の歩数状況を公開
ゆりはまヘルシーくらぶ健康コラム

２月の集計結果
　会員全体の１人当たり１日平均歩数は 5,950 歩で、最も多い１日平均歩数
は 12,619 歩でした。また、１日平均歩数 8,000 歩以上を達成できた会員は
全体の 24％で、うち半数以上は 60 歳代が占める結果となりました。
運動不足の 30代は要注意
　これまでの集計結果から、20・30 代の運動量が他の世代より少ない傾向が見
えてきました。特に働き盛りの 30 代は、遅めの夕食や運動不足などにより肥満に
なりやすい年齢です。肥満は放置すると動脈硬化が進み、最悪の場合は心筋梗塞
や脳梗塞に至ります。肥満予防・解消には、食生活などの改善はもちろん、有酸
素運動などでエネルギー消費量を増やしたり、基礎代謝を高めたりすることが大
切です。体質改善には筋力アップが重要な鍵となりますので、有酸素運動と併せて、
自転車や筋力トレーニングなどの少し負荷が強い運動も取り入れてみましょう。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

２月
１日当たり
平均歩数

１日当たり
平均歩行時間

20 代 3,958 歩 40 分
30 代 4,601 歩 42 分
40 代 4,912 歩 44 分
50 代 5,996 歩 53 分
60 代 6,742 歩 60 分
70 代 6,267 歩 57 分
80 代 4,696 歩 42 分

※ 1,000 歩以下は機器不携帯の可
能性があるため、計算から除外

　健康増進法の改正に伴い、複数の人が利用する施設など
については、施設管理者の責任で受動喫煙防止対策を講じ
ることが義務付けられています。４月１日（水）からは、
飲食店や宿泊施設、オフィス、工場など、多くの施設が原
則として屋内禁煙となります。引き続き望まない受動喫煙
を防止するための取り組みの強化にご協力をお願いします。

【問い合わせ】役場健康推進課（℡ 35-
5375）、県中部総合事務所福祉保健局健
康支援課（倉吉保健所／℡ 23-3146）

健康増進法の改正内容（施設の受動喫煙防止対策）

病院・学校など 飲食店・オフィス・事業所など

飲食店やホテルなどが
原則屋内禁煙となります

４月１日（水）から

【例】学校、病院、児童福祉施設、
行政機関の庁舎、バス、航空機など

【例】飲食店、宿泊施設、遊技場、事務所、工場、事
業船舶、鉄道など　⇒第一種施設以外の全ての施設

令和元年７月１日から敷地内禁煙 令和２年４月１日から屋内禁煙
※屋外に喫煙場所を設置可能 ※建物内に国が定める基準をクリアした喫煙専

用室などの設置が可能
※既存の小規模な飲食店については経過措置あり

小規模飲食店の経過措置

①令和２年４月１日時点で営業している
②資本金または出資の総額5,000万円以下
③客席面積が100㎡以下

【既存の飲食店】 店内で喫煙可能
ただし、以下の対応が必要となります。▽②③にかか
る書類の保存▽ 20歳未満の立ち入り禁止▽標識掲示・
保健所への届け出（禁煙化する場合、上記の対応は不要）

①～③の全てを
満たす場合

第
一
種
施
設

第
二
種
施
設
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湯
梨
浜
文
芸

公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２-

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５-

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４-

３
０
１
１
）

今
月
の
一
句

信

館
民

通
日�時　４月 22 日（水）10 時～ 12 時
場所　中央公民館
講�師　小林和子さん
　（台湾式リフレクソロジーセラピスト）
定員　先着 20 人
申込期限　４月 17 日（金）
申し込み・問い合わせ　中央公民館

日�時　４月 26 日（日）
　10 時～ 11 時 30 分
場所　ハワイアロハホール
講師　土井智恵さん
　（カイロプラクター）
定員　先着 15 人
申込期限　４月 22 日（水）
申�し込み・問い合わせ　中央公民館羽合分館

～足裏をケアすることで
　　　体調がよくなる～

盤体操教室

春の健康づくり教室

川
柳
同
友
会
み
ら
い
　
み
や
び
句
会

隠
し
金
な
い
の
に
犬
が
ワ
ン
と
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

公
弘

漬
物
石
を
持
て
る
力
は
残
し
と
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

亜
矢

誘
わ
れ
て
つ
い
て
行
こ
う
か
杖
友
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
貝　

洋
子

皺し
わ

の
数
年
輪
で
す
と
鏡
言
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
本　

真
樹

健
診
日
に
認
知
検
査
も
さ
せ
ら
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
寿
々
子

筆
走
る
令
和
の
文
字
が
生
き
て
き
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　

か
ず
こ

入
っ
た
ら
横
着
箱
を
抜
け
出
せ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
谷　

弘
美

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
み
た
け
ど
も
の
足
り
ず　
　
　
　
　
　
　

山
崎
恵
美
代

お
祝
い
へ
さ
さ
や
か
に
降
る
紙
吹
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
松
み
ち
子

ぼ
う
っ
と
し
て
空
見
て
暮
ら
す
平
和
な
日　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
智
恵
子

カ
ロ
リ
ー
を
い
っ
た
ん
棚
へ
バ
イ
キ
ン
グ　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

三
郎

湖
心

単
線
の
花
の
盛
り
の
無
人
駅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
井
美
代
子

強つ
よ
ご
ち

東
風
や
道
行
く
人
の
手て

ぐ
し櫛
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
﨑　

靖
子

春は
る
が
す
み霞
山
の
向
こ
う
に
汽
車
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
海　

伸
代

立
ち
止
ま
り
立
ち
止
ま
り
つ
つ　

花
の
雲　
　
　
　
　
　
　
　

堀
内　

幸
子

霾
つ
ち
ふ
る

や
農
夫
は
鍬
の
手
を
止
め
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧　
　

圭
子

く
わ
え
来
て
猫
自
慢
げ
に
雀
の
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

洋
子

～腰痛対策～骨
講座
足つぼ
マッサージ

　新型コロナウイルス感染症の拡大
予防のため、４月以降の公民館事業
については、国の方針などに準じて
開催を検討しています。開催・中止・
延期などの詳細は、中央公民館また
は各分館へお問い合わせください。

～関節や筋肉をほぐしながら筋力アップ～
日�時　４月 13 日（月）、27 日（月）
※いずれも 10 時～ 11 時 30 分
場所　活性化センターはまなす
内�容　宮城志佳さん（健康運動指導士）
持�ち物　運動のできる服装、タオル、
飲み物
申込期限　４月８日（水）
申�し込み・問い合わせ　中央公民館泊分館

20広報ゆりはま



町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／６日、13 日、20 日、
　24 日、27 日、30 日

図書館
だより

う
ま
い
梨
づ
く
り
共
進
会
表
彰
に
10
人

栽
培
技
術
や
経
営
改
善
意
欲
の
向
上
を
図
る
―

山
田
さ
ん
が
風
車
の
写
真
を
寄
贈

潮
風
の
丘
と
ま
り
の
か
つ
て
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
撮
影

４月の特集コーナー
【町立図書館】
花�と野菜・山菜特集　花や野菜づくりなどに関する本を集めました。
「子�ども読書の日」特集　４月 23 日の「子ども読書の日」に合わ

せて、絵本や児童書の名作・新作を集めました。
話題・人気本特集　今までによく読まれた本、話題の本を集めました。
【しおさいプラザとまり】
昭和特集　「昭和の日」にちなんで昭和に関する本を集めました。
【�羽合図書室】
ビ�ジネス本特集　仕事に役立つビジネスや経済についての本を集
めました。

1「グー・チョキ・パー」の皆さ
んによる絵本の読み聞かせです。
■日時　４月 18 日（土）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　羽合図書室
2図書館職員による絵本の読
み聞かせです。
■日時　４月 25 日（土）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　町立図書館
3図書館ボランティアによる
絵本の読み聞かせです。
■日時　４月 26 日（日）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　しおさいプラザとまり

『へそ天にゃんこ』
／すむぞう 今月の一冊

　新学期や新生活を迎える４月。中には緊張やストレ
スを抱えている人もいるかもしれません。本書は猫が
おへそを天に向けるポーズ 200 点を集めた写真集です。
心を許した相手にしか見せることのない安心した猫の
姿を眺めながら、心を癒やされてみませんか。

おはなし会

　

空
撮
を
メ
イ
ン
に
事
業
展
開
し

て
い
る
ゆ
り
は
ま
無
人
航
空
そ
ら

あ
い
代
表
の
山
田
太
一
さ
ん
（
宇

谷
）
が
２
月
27
日
、
昨
年
撤
去
さ

れ
た
潮
風
の
丘
と
ま
り
内
の
風
車

の
写
真
を
町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
は
山
田
さ
ん
が
２
年
前
に

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
撮
影
し
た

も
の
。
山
田
さ
ん
は
「
長
年
、
泊

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
風
車

の
姿
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
う
ま
い
梨
づ
く
り
共

進
会
表
彰
規
定
に
よ
り
、
令
和
元
年
産

二
十
世
紀
梨
の
出
荷
量
、
糖
度
、
秀
率
、

果
重
を
審
査
し
た
結
果
、
10
人
の
梨
生

産
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

【
優
秀
賞
】
土
井
達
行
（
別
所
）、
東

地
隆
行
（
北
栄
町
）

【
優
良
賞
】  

横
川
芳
博
（
上
浅
津
北

部
）、河
田
洋
一
（
別
所
）、東
地
大
（
北

栄
町
）、
中
山
健
一
（
別
所
）、
宇
佐
美

勝
美
（
中
興
寺
）、河
原
春
男
（
別
所
）、

岡
本
誠 （
門
田
）、
中
山
一
男
（
別
所
）

日々梨作りに奮闘されている受賞者の皆さん

写真を手にする山田さん（右）と宮脇正道町長

特
設
コ
ー
ナ
ー

World Autism
Awareness Day
世界自閉症啓発デー

ご存じですか？
自閉症・発達障がい

　毎年４月２日は、国連が定めた「世界自閉症啓発デー」です。また、
日本では４月２日から８日までの１週間を「発達障害啓発週間」とし、多
くの皆さまに自閉症・発達障がいを理解していただく機会としています。
　自閉症・発達障がいは、脳機能の発達に起因する生まれつきの障がい
ですが、周囲の理解や協力で本人の負担を和らげることができます。
　町立図書館では、障がいへの理解を深めてもらうため４月 14 日（火）
まで啓発展示コーナーを設置しています。ぜひご覧ください。
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検
索
す
る
時
に
は
、
そ
の
人
が
興
味
、

関
心
が
あ
り
そ
う
な
情
報
が
優
先
的
に

表
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
発
信
さ
れ
た
情
報
の
真
偽
は
、
一

般
の
人
に
は
分
か
り
に
く
い
と
い
う
問

題
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト

の
特
徴
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

デ
マ
や
偏
っ
た
考
え
方
に
よ
る
差
別
を

助
長
す
る
よ
う
な
情
報
を
う
の
み
に
し

か
ね
な
い
状
況
に
陥
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
の
が

「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
す
。

　

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

と
は
、
情
報
を
批
判

的
に
読
み
解
く
と
と

も
に
、
正
し
く
発
信

し
て
い
く
力
の
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
「
受
信
」
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
一
つ
の
事
柄
で
あ
っ
て
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
媒
体
か
ら
複
数
の
情
報
を
収
集

し
、
多
様
な
視
点
か
ら
物
事
を
読
み
解

く
力
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
差
別
を
し
な

い
、拡
大
さ
せ
な
い
た
め
だ
け
で
な
く
、

虚
偽
の
情
報
や
犯
罪
か
ら
自
分
自
身
を

守
り
、
そ
し
て
誰
か
を
守
る
た
め
に
も

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

 【
引
用
】
人
権
学
習
資
料
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共に

生きる―

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
巡
っ
て
、
各
地
で
人
権
が
脅
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
患
者
の
み
な
ら
ず
、
電
車
内
で

せ
き
込
ん
だ
だ
け
で
激
し
く
中
傷
さ
れ

た
り
、
海
外
で
は
ア
ジ
ア
人
と
い
う
理

由
で
、
暴
力
を
受
け
た
と
の
報
道
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
無
責

任
な
情
報
が
元
に
な
っ
て
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
が
品
不
足
と
な
る
現

象
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
で
は
個
人
が
検
索
し
た
デ
ー

タ
が
集
約
・
分
析
・
分
類
さ
れ
、
次
に

　
情
報
の
真
偽
を
巡
っ
て
―

湯
梨
浜
今
昔
物
語

　

出
雲
大
社
の
祭
神
・
大お

お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
は
、

葦あ
し
は
ら
な
か
つ
く
に

原
中
国
（
地
上
の
世
界
）
に
農
業
や

医
療
を
広
め
、
こ
の
国
の
礎
を
築
い
た

神
と
し
て
有
名
で
す
。
奈
良
時
代
に
編

さ
ん
さ
れ
た『
古
事
記
』や『
日
本
書
紀
』

の
神
話
に
は
、
大
国
主
命
と
宗む

な
か
た像
大
社

の
祭
神
・
田た

き
り
ひ
め
の
み
こ
と

紀
理
姫
命
の
娘
が
、
下
照

姫
命
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
照
姫
命
は
、高た

か
ま
の
は
ら

天
原（
天
上
の
世
界
）

か
ら
天
下
っ
た
天あ

ま
わ
か
ひ
こ
の
み
こ
と

稚
彦
命
と
結
ば
れ
ま

す
が
、
天
稚
彦
命
は
高
天
原
の
命
令
に

背
い
て
命
を
落
と
し
ま
す
。
下
照
姫
命

の
嘆
き
悲
し
む
声
は
高
天
原
に
い
た
天

稚
彦
命
の
両
親
ま
で
届
き
、
両
親
と
下

照
姫
命
は
天
稚
彦
命
の
葬
儀
を
し
ま
す
。

し
か
し
、
弔
い
に
訪
れ
た
下
照
姫
命
の

兄
・
味あ

じ
す
き
た
か
ひ
こ
ね
の
み
こ
と

耜
高
彦
根
命
が
、
天
稚
彦
命
に

そ
っ
く
り
だ
っ
た
た
め
死
人
に
間
違
わ

れ
た
こ
と
に
怒
り
、喪
屋
を
壊
し
て
去
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
と
き
、
兄
の
名

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
下
照
姫
命
が

詠
ん
だ
歌
が
、
天
上
に
お
け
る
和
歌
の

始
ま
り
で
あ
る
と
、
平
安
時
代
の
『
古

今
和
歌
集
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
伝
承
で
は
、
下
照
姫
命
は
そ

の
後
、
出
雲
か
ら
亀
に
乗
っ
て
宇
野
の

海
岸
に
た
ど
り
着
き
、
現
在
の
倭し

と
り文
神

社
の
地
に
住
居
を
定
め
、
農
業
・
安
産

の
普
及
に
努
力
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
下
照
姫
命
を
待
ち
続
け
て
岩
に

な
っ
た
「
亀
石
」、
下
照
姫
命
が
化
粧

を
し
た
「
化
粧
水
」、腰
を
掛
け
た
「
お

腰
掛
岩
」、
釣
り
を
楽
し
ん
だ
「
宮
戸

弁
天
」、
出
雲
の
方
角
を
眺
め
た
「
出

雲
山
」
な
ど
の
伝
承
が
多
く
残
り
、
偉

大
な
女
神
が
地
元
の
人
々
に
慕
わ
れ
続

け
て
き
た
こ
と
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　

う
ら
ら
か
な
春
の
日
に
、
下
照
姫
命
ゆ

か
り
の
地
を
巡
り
、
神
話
の
時
代
に
思
い

を
は
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

町
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
　

米
原　

尊
仁
（
藤
津
）

一
ノ
宮
さ
ん
宵よ

い
み
や宮
参
拝
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
雅
楽
の
夕
べ

日
時　
４
月
30
日
（
木
）
19
時
～
20
時

問�

い
合
わ
せ　
伯
耆
一
ノ
宮
倭
文
神
社

社
務
所　
（
℡
３
２ｰ

１
９
８
５
）

※
国
宝
「
伯
耆
一
宮
出
土
銅
経
筒
」
の

レ
プ
リ
カ
も
展
示
し
ま
す
。

町
ゆ
か
り
の
女
神
・
下し

た
て
る
ひ
め
の
み
こ
と

照
姫
命

　
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
大
切
さ
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進め！ ～地域おこし協力隊通信～
vol.49協力隊

ハワイ出身の国際交流員

私のアイデンティティー

　日本の桜が咲き始め、とても綺麗な時期
ですね。さて、今回は「私のアイデンティ
ティー」についてお話しします。私は、ア
メリカとハワイ文化の中で 21 歳まで育て
られてきたアメリカ人です。母語は英語を
話し、日本語能力は高いとは言えません。
しかしその一方、私は日系人であり「日本
人の顔をしているね」とよく言われます。
　日系人として日本に暮らすことには長所と
短所があり、「もろ刃の剣」と言えます。例
えば、私の友達は背が高い白人で、北海道で
国際交流員をしています。彼は市街地などの
人混みで目立ったり、じっと見られたりする
ことが頻繁にあるそうです。その点、私はア
ジア系の見た目なので、外出時にそういった
心配をすることはあまりありません。
　しかし、初対面の人などから「家でも日
本語をずっと話してたんだろう」と言われ
たり、「日本語は本能的に分かりやすい言語

だ」と思い込みで私に主張したりする人に
出会うことがあります。実際のところ、日
本語はとても難しいです。私はたまに日本
人と勘違いされますが、会話をする際、相
手の日本語が分からなくて少し気まずくな
る時もあれば、他人に迷惑をかけてしまう
ことに恥ずかしさを覚える時もあります。
　ただ、日本人や日本在住の外国人のほと
んどは優しく接してくださるだけでなく、
私の文化的背景や家系などに興味を持って
くれます。自分のバックグラウンドを簡潔
に説明することは難しいですが、日系アメ
リカ人として日本に住む経験ができて、と
ても面白いと思っています。
　最後にお知らせがあります。外国語指導
助手のカイ先生とケイリ先生と一緒に今年
も無料の英会話教室を実施します。小学生
クラスと一般クラスがあり、初心者の参加
も大歓迎です。詳細は 26ページ「くらしの
情報」欄をご覧ください。レベルを問わず英
語を楽しく学び、異文化に触れる絶好の機
会です。多くのご参加をお待ちしています！

vol.08

ダニエル・マツダの雑談コーナー

チャット・ダニエル
ANIELDHATC

with

 

こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
青
木
で
す
。

　

最
近
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
、

気
が
め
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

私
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕
事

と
し
て
、
企
画
し
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
延
期
や
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
町
に
は
観
光
に
訪
れ
る
お
客
様

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
仕
事
の
合
間
に
お
店
を
回
っ

て
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
や
は

り
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
に
よ
る
影
響

が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
こ
が
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
と
は
い

え
、
本
当
に
深
刻
な
状
況
に
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
微
力
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
昼
食
は
町
内
の
お
店
で
食

べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
感
染

症
の
流
行
が
収
束
す
る
と
き
に
向

け
、
町
内
の
お
店
の
ラ
ン
チ
で
力

を
蓄
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
も
大
変
な
時
だ
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
一
緒
に
乗
り
越
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
！
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　自衛隊入隊者激励会が２月 25 日、役場で行わ
れました。
　会では、宮脇正道町長が「今回は過去最多となる
７人が入隊。仲間と共に多くの研さんを積んでくだ
さい」と激励。続いて入隊者が一人一人、「国民に
寄り添い、信頼される自衛官になる」「早く訓練に
慣れて現場で活躍する」などの抱負を述べました。
　今回の入隊者・入隊先は以下のとおりです（敬称略）。
▽山﨑優仁（石脇）＝海上自衛隊舞鶴基地
▽松田陽介（長瀬中部）＝海上自衛隊舞鶴基地
▽前田颯斗（長瀬西部）＝陸上自衛隊米子駐屯地
▽濱口勝海（宇谷）＝海上自衛隊呉基地
▽浅井諒（尾長）＝陸上自衛隊米子駐屯地
▽藤井万丈（泊１）＝航空自衛隊美保基地
▽宮本優弥（方地）＝陸上自衛隊高等工科学校

目標掲げ、仲間と踏み出す一歩―
自衛隊入隊者激励会

　大嘗祭供御献穀齋田種子引渡式が２月 18
日、役場で行われました。
　令和元年度の献穀奉仕者・藤井勝美さん（原）
は、昨年 11月に令和天皇の即位に伴って執り
行われた「大嘗祭」に米を供納。式では、藤井
さんから次の献穀奉仕者である森田照男さん
（江府町）に献穀米の種もみが引き渡されました。
　藤井さんは「天皇の代替わりの年に奉仕者
を経験でき、大役を無事に終えてひと安心し
ています」と語られました。

　令和元年度町介護予防・健康づくりリーダー
（ゆりりんメイト）養成講座閉講式が３月 16
日、役場で行われました。
　始めに、宮脇正道町長から今期新たに認定さ
れた 23 人に認定証が授与されると、受講生を代
表して藤田泰子さん（旭）があいさつ。「密度の
濃い講座を通じて、皆が一緒になって介護予防に
努めることの大事さを学びました。できることか
ら少しずつ歩んでいきます」と述べられました。
　町では本年度、ゆりりんメイト間の親睦と情
報共有を図るための交流会を実施する予定です。

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

１年間の大役果たし、次の奉仕者へ
大
だいじょうさい

嘗祭供
く ご け ん こ く さ い で ん

御献穀斎田種子引渡式

５年で100人のゆりりんメイト誕生
ゆりりんメイト養成講座閉講式

次の献穀奉仕者へ稲穂を引き渡す藤井さん（左）

入隊者や家族の皆さんなどで記念撮影

今回認定された受講生は 23 人
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　町特産の野花梅の花が、暖冬の影響で例年
より早い２月 14 日に開花。25 日には満開を
迎え、その後１週間程度が見頃となりました。
　開花に合わせて、ゆアシス東郷龍

りゅうほうかく

鳳閣や中
国庭園燕

えんちょうえん

趙園などでは、野花梅渓散策ツアー
を実施。参加者は、高台の梅林から望む東郷
池の景色を楽しむなど、春の始まりを告げる
風物詩を楽しんでいました。

　東京大学の学生が、現地調査などを通じて地
域課題解決の糸口を探る「東京大学フィール
ドスタディ型政策協働プログラム（東大 FS）」。
その現地報告会が２月 29日、松崎駅前多世代
交流センターゆるりん館で行われました。
　昨年度は４人の学生が調査を行い、活動成果
を発表しました。このうち、文科３類１年の佐
藤光駿さんの発表テーマは「観光客の栽培漁業」。
修学旅行を例に挙げ、小さい頃に町で楽しい経
験をした人が、将来的に町に帰ってくることを
コンセプトに「サーフィン学校」を提案しました。
　課題解決や実現へのプロセスなどが整理された
発表に、参加者からは感嘆の声が上がりました。

　　「日本海新聞ふるさと大賞 2019」の表彰
式が、３月１日に役場で行わました。
　地域貢献賞は、150 年以上受け継がれてきた
地域の伝統芸能の普及・発展に貢献されてい
る「宇野三ツ星盆踊り保存会」と、茶道を通
じた青少年の健全育成と高齢者の生きがいづ
くりに積極的に取り組む「泊茶道クラブ」が
受賞。スポーツ功労賞には、陸上男子の部第
53 回中国中学選手権大会 3000m 優勝、全国
都道府県対抗男子駅伝２区で区間３位などの
成績を収めた山田雅貴さん（園）と、ソフト
テニスの指導者として多くの教え子を全国へ
輩出した秋田幸惠さん（久留西）が輝きました。

　毎年、町内のこども園や小学校などでサケ
の飼育を実施。このうち、はわいこども園では、
３月 12 日に稚魚の放流を行いました。
　当日は、同園の５歳児 31 人が参加し、「大
きくなってね」「元気に帰って来てね」と、名
残惜しそうにサケを放流。４年後の産卵期に
町へ帰ってくる姿を想像しながら、大海原へ
旅を始めたサケを見送っていました。身

近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
５
）

スポーツと地域発展のため、汗流す
日本海新聞ふるさと大賞 2019

有志の東大生が、町に新たな提言
東大 FS 現地報告会

サケの行方を見守る園児たち

今後もより一層の活躍や貢献が期待される受賞者の皆さん

発表後に行われた来場者と学生によるポスターセッション

薄ピンクの花、少し早めの満開

４年後の再会に、思いを巡らす

野花梅の花が見頃

はわいこども園　サケの放流

期間限定の美しい花を咲かせる野花梅

※東大FSの詳細は東京大学ホームページ（http://www.u-tokyo.
ac.jp/ja/students/special-activities/h002.html）をご覧ください。25 広報ゆりはま



す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　
５
月
13
日
（
水
）
～

　
10
月
下
旬
（
予
定
）

会
場　
東
郷
運
動
公
園
野
球
場

申
込
期
限　
４
月
24
日
（
金
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

町
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

　

受
講
は
無
料

で
す
。
役
場
企

画
課
お
よ
び
各

支
所
、
中
央
公

民
館
お
よ
び
各

分
館
に
備
え
付

け
の
用
紙
で
お

申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。
23
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

対
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

期�

間　
下
記
期
間
中
の
毎
週
火
曜
日

▽
前
期
＝
５
月
12
日
～
６
月
30
日

▽
後
期
＝
10
月
13
日
～
11
月
24
日

※
11
月
３
日
（
火
・
祝
）
は
休
み

時�

間　

▽
小
学
生
ク
ラ
ス
（
小
学
４

年
生
以
上
）
＝
19
時
～
19
時
40
分

▽
一
般
ク
ラ
ス
（
中
学
生
以
上
）

＝
19
時
50
分
～
21
時

場
所　
▽
前
期
＝
中
央
公
民
館

　
▽
後
期
＝
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

募
集
人
数　
各
ク
ラ
ス
20
人
程
度

　
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限　
４
月
20
日
（
月
）
必
着

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
１

１
、
℻
３
５ｰ

３
６
９
７
）

　

県
内
の
沿
岸
一
帯
に

は
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
漁
業
者
は
生
活
の

糧
と
し
て
魚
や
貝
、
海
藻
類

な
ど
を
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。
漁

業
権
を
持
た
な
い
人
が
、
勝
手
に
採

る
と
漁
業
法
違
反
と
な
り
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
海
上
保
安
部

な
ど
も
巡
回
し
て
密
漁
の
監
視
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
密
漁
の
撲

滅
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
町

内
沿
岸
で
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い

る
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▽�

海
藻
類
＝
ワ
カ
メ
、
テ
ン
グ
サ
、

岩
ノ
リ
、
ア
カ
モ
ク

▽�

貝
類
＝
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
イ
ガ

イ
、
バ
イ
、
カ
キ
、
ハ
マ
グ
リ

▽
そ
の
他
＝
タ
コ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ

問
い
合
わ
せ　
県
漁
協
泊
支
所

　
（
℡
３
４ｰ

２
０
１
２
）

日
時　
４
月
19
日
（
日
）
７
時
～

※
小
雨
決
行
。
悪
天
候
に
よ
る
中
止

の
場
合
は
、
４
月
26
日
（
日
）
７
時

か
ら
実
施
し
ま
す
。

場�

所　

天
神
川
桜
づ
つ
み
公
園

東あ
ず
ま
や屋
、
東
郷
湖
羽
合
臨
海
公
園
内

新
川
区
ト
イ
レ
付
近

問�

い
合
わ
せ　
天
神
川
流
域
一
斉
清

掃
実
行
委
員
会
事
務
局
（
国
土
交

通
省
倉
吉
河
川
国
道
事
務
所
内
／

℡
２
６ｰ

６
２
２
１
）

役
場
町
民
課
窓
口
延
長
日
時　
毎
週
水
曜
日　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内�

容　
証
明
書
発
行
、
町
税
・
水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

くらしの情報
information

　
大
会
要
項
・
参
加
申
込
書
は
、
町

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
人
権
推
進

課
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得

で
き
ま
す
。「
参
加
し
た
い
が
チ
ー

ム
が
組
め
な
い
」
な
ど
の
場
合
は
、

チ
ー
ム
を
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き
ま

スマホで読める

『広報ゆりはま』

右のＱＲコードを読み
取り、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード！

募

集

お
し
ら
せ

新型コロナウイルス感染症の流行拡大防
止に伴うイベントなどの中止について

　くらしの情報欄に掲載している各種
イベントなどについて、新型コロナウ
イルス感染症の流行拡大の影響を受け
て、今後中止・延期となる場合があり
ます。開催の可否についての情報は、
各問い合わせ先にご確認ください。

天
神
川
流
域
一
斉
清
掃

町
軟
式
野
球
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
参
加
チ
ー
ム

サ
ザ
エ・ア
ワ
ビ
な
ど
の
不
法
採
取
の
禁
止

【国保セットドック検診】
■�対象者　以下の両方を満たす人① 40 歳から
74歳までの人で、町国民健康保険に加入して
いる人②医療機関に通院治療中でない人、要
観察中でない人
※過去２年間にこの検診を受診した人、または他
の保険で同等の検診を受診した人は対象外です。
■募集定員　先着 170 人
■�検診内容　短期人間ドック、脳ＭＲＩ

英
会
話
教
室
生
徒

　受け付け開始は４月１日（水）から、受診期間は６月１日（月）
から令和３年２月 28 日（日）までです。受診を希望する人は所
定の申込書に必要事項を記入の上、役場健康推進課に提出してく
ださい。申込書は役場健康推進課および各支所に設置しています。

国保セットドック検診
長寿ドック検診受け付け開始

■�自己負担費用　
　▽ 70 歳未満＝ 15,000 円▽ 70 歳以上＝ 8,000 円
【長寿ドック検診】
■�対象者　以下の両方を満たす人①令和３年３
月 31 日時点で 77 歳の人②医療機関に通院治
療中でない人、要観察中でない人
■募集定員　先着 10 人
■検診内容　短期人間ドック
■自己負担費用　5,000 円

【申し込み・問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5372）
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

町
政
に
関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
意

見
交
換
を
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
座
談

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
区
や
団
体
は
、
ご
希
望
の
項
目

を
選
択
い
た
だ
き
、
役
場
企
画
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
内
容
な
ど

の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
項
目
一
覧
】

生�

活
関
連　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
、
交
通
安
全
対
策
、
ご
み
の

減
量
と
分
別
（
生
ご
み
堆
肥
化
）、

環
境
保
全
、
戸
籍・住
民
基
本
台
帳
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
固
定
資
産

税
、
上
下
水
道
の
現
状
と
課
題
、

町
道
の
現
状
と
課
題
、
消
費
者
生

活
（
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
）

福�

祉
関
連　
町
立
認
定
こ
ど
も
園
概

要
と
子
育
て
支
援
策
、
国
民
健
康

保
険
制
度
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
、
介
護

保
険
制
度
、
要
介
護
状
態
と
な
ら

な
い
た
め
に
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り

健�

康
づ
く
り
関
連　

健
診
の
大
切

さ
、
健
康
対
策

産�

業
関
連　
町
農
林
水
産
業
の
現
状

と
今
後
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
、

農
産
物
加
工
所
の
利
用
、
商
工
観

光
事
業

教�

育
関
連　

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
歴
史
文
化
を
後
世
に
、
学
力

向
上
対
策

そ�

の
他　

人
権
を
考
え
る
、
町
の
財

問�

い
合
わ
せ　
全
国
健
康
保
険
協
会

鳥
取
支
部

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
５ｰ

０
０
５
１
）

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
悩
み
事
の
相
談
や
仲

間
づ
く
り
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　
４
月
22
日
（
水
）
10
時
～
12
時

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館
相
談
室

問�

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

精
神
の
病
気
を
患
っ
て
い
た
人

や
、
現
在
治
療
中
の
人
が
仲
間
づ
く

り
を
す
る
安
ら
ぎ
の
場
で
す
。
今
回

は
「
初
め
ま
し
て
茶
話
会
」
で
す
。

ご
家
族
の
精
神
の
病
気
に
つ
い
て
相

談
希
望
の
人
も
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
参
加
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
役
場
総

合
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
28
日
（
火
）
10
時
～
12
時

参
加
費　
50
円

集
合
場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

問
い
合
わ
せ　
役
場
総
合
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

【
県
内
で
特
殊
詐
欺
が
連
続
発
生
中
】

　
以
下
の
よ
う
な
偽
メ
ー
ル
や
ハ
ガ

キ
な
ど
が
届
い
た
ら
詐
欺
で
す
。
突

然
お
金
を
要
求
す
る
メ
ー
ル
、
ハ
ガ

政
状
況
、
音
声
告
知
機
の
使
い
方
、

男
女
共
同
参
画
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
ま
ち
づ
く
り
、
個
人
情
報

保
護
制
度
と
情
報
公
開
制
度
、
地

方
創
生

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
企

画
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
１
）

　
令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
万
６
５
４
０
円
で
す
。
納

付
が
困
難
な
と
き
は
、
免
除
や
猶
予

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で

す
。
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

倉
吉
年
金
事
務
所
（
℡
２
６ｰ

５
３
１
１
）、
役
場
健
康
推
進
課

（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
鳥
取
支
部
の
保
険
料
率
に
つ
い

て
、
令
和
２
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

健
康
保
険
料
率
（
鳥
取
支
部
）
＝

　
10
㌫
→
９
・
99
㌫

▼�

介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）
＝

　
１
・
73
㌫
→
１
・
79
㌫

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康

保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ

り
ま
す
。

※
賞
与
に
つ
い
て
は
、
３
月
１
日
の

支
給
分
か
ら
変
更
後
の
保
険
料
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

キ
が
届
い
て
も
１
人
で
悩
ま
ず
に
、

お
気
軽
に
警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、ハ
ガ
キ
や
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
に
電
話
番
号
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
て
も
、
絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

☑�

「
有
料
動
画・有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
の

未
納
代
金
」
と
書
か
れ
た
シ
ョ
ー

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た

☑�

「
訴
訟
最
終
通
告
」「
民
事
訴
訟

管
理
セ
ン
タ
ー
」
と
記
載
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
が
届
い
た

☑�

「
コ
ン
ビ
ニ
の
端
末
で
支
払
い
が

で
き
る
」「
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ

ネ
ー
を
買
っ
て
」
と
言
わ
れ
た

問
い
合
わ
せ　
倉
吉
警
察
署

　
（
℡
２
６ｰ

７
１
１
０
）

　

引
地
の
大
伝
寺
で

３
０
０
年
以
上
続

く
、
毎
年
旧
暦
の
３

月
14
日
と
15
日
に
行

わ
れ
る
会
式
で
す
。

流
れ
勧か

ん
じ
ょ
う請
の
供
養
に

続
き
、
中
将
姫
の
徳

を
敬
っ
て
練
り
供
養
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
本
堂
で
は
、
壮
麗
な
先
祖

追
善
供
養
、
施せ

が

き

餓
鬼
供
養
も
行
わ
れ

ま
す
。
境
内
に
は
露
店
が
並
び
、
毎

年
大
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
す
。

期
間　
４
月
６
日
（
月
）、７
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ　
九
品
山
大
伝
寺

　
（
℡
３
２ｰ

０
９
５
４
）

精
神
地
域
デ
イ
ケ
ア　
Ｓす

み

れ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
会

　「ネット通販で帽子を購入。サイズが合わずメールで交換を求めたら、『返
品交換不可と記載している』と断られ不満」という相談があります。通信販
売にクーリング・オフ制度はなく、返品・交換については事業者が決めた条
件（返品特約）に従うことになります。返品特約の記載がない場合、８日以
内であれば送料自己負担で返品できます。通信販売による注文の際は広告
の隅々まで目を通し、返品交換の可否や取引条件などを確認しましょう。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5383）
　　　　　　中部消費生活センター（倉吉交流プラザ／℡ 22-3000）

通信販売はクーリング・オフできません！消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

催
し
も
の

❶

家

族

の

つ

ど

い

くらしの情報 information

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
の
変
更

　専門相談員が消費生活に関す
る相談に無料で対応します。お
気軽にご相談ください。
日�時　４月３日（金）、17 日（金）
※両日とも８時 30 分～ 17 時
場所　役場相談室３（別館１階）
問�い合わせ　役場産業振興課
　（℡ 35-5383）

中部消費生活センター
巡 回 相 談 日

倉
吉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
座
談
会

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

九く

品ほ
ん

山さ
ん

会

式
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ス
ー
プ
振
る
舞
い
＝
両
日
10
時
30

分
～

問
い
合
わ
せ　
中
国
庭
園
燕
趙
園

　
（
℡
３
２ｰ

２
１
８
０
）

【
つ
み
た
て
貯ち

ょ
き
ん筋
運
動
と
う
ご
う
教
室
】

日�

時　
毎
週
水
曜
日
14
時
～
15
時

※
４
月
29
日
（
水
・
祝
）
は
除
く

場
所　
羽
衣
会
館

参
加
費　
５
０
０
円

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
ま
り
教
室
】

日�
時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

場
所　
泊
体
育
館

参�

加
費　
５
０
０
円

※
４
月
23
日
（
木
）
は
無
料

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

【
コ
コ
カ
ラ
運
動
教
室
】

日�

時　
４
月
７
日（
火
）、14
日（
火
）、

21
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
19
時
30
分
～
20
時
30
分

内�

容　

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
筋
力

ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
員　
20
人

　
（
当
日
受
け
付
け
・
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

※
龍
鳳
閣
の
会
員
は
参
加
費
３
０
０
円

と
通
常
の
会
員
使
用
料
が
必
要
で
す
。

そ�

の
他　
教
室
終
了
後
は
中
国
風
呂

へ
の
入
浴
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

　
（
℡
３
２ｰ

２
６
２
２
）

日�

時　
４
月
９
日（
木
）～
27
日（
月
）

右
記
期
間
中
の
月
～
木
曜
日

※
全
日
13
時
15
分
～
14
時
15
分

場�

所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

参�

加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５-

５
３
７
５
）

　

女
性
の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。

託
児
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

日�

時
・
内
容　

▼
４
月
14
日
（
火
）

＝
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
▼
４
月
28
日

（
火
）
＝
ヨ
ガ

※
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時

場�

所　

あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

参
加
料　
５
０
０
円

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
２ｰ

２
２
３
１
）

　
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
が
無
料
で

健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。
時
間
内
に

役
場
健
康
推
進
課
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
電
話
予
約
い
た
だ
く
と
、ス
ム
ー

ズ
な
相
談
が
可
能
で
す
。

日
時　
４
月
23
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　
経
済
的
に
お
困
り
で
就
労
支
援
が

必
要
な
人
、
転
職
や
副
業
、
増
収
な

ど
を
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能

で
す
が
、
な
る
べ
く
事
前
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

日�

時　
４
月
２
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

※
当
日
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

場
所　
役
場
相
談
室
２
（
別
館
１
階
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
総

合
福
祉
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
９
０
）

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
28
日
（
火
）
16
時
～
18
時

場�

所　

倉
吉
未
来
中
心
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
４
（
倉
吉
市
駄
経
寺
町
）

相�

談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産・

商
業
登
記
、
成
年
後
見
の
申
し
立

て
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
財
産

管
理
、
家
賃
・
賃
金
・
売
掛
金
な

ど
１
４
０
万
円
以
下
の
民
事
紛

争
、
借
金
多
重
債
務
、
そ
の
他
身

の
回
り
の
法
律
問
題
な
ど

問
い
合
わ
せ　
県
司
法
書
士
会

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
４ｰ

７
０
２
４
）

　

公
正
証
書
作
成
に
か
か
る
遺
言
、

任
意
後
見
、
離
婚
（
養
育
費
）、
尊

厳
死
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
19
日
（
日
）
９
時
～
14
時

場
所　
倉
吉
公
証
役
場

　
（
倉
吉
市
駄
経
寺
町
）

申�
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

倉
吉
公

証
役
場
（
℡
２
２ｰ

０
４
３
７
）

そ
う
だ
ん

　
旧
浅
津
温
泉
に
ゆ
か
り
の
あ
る
日

本
画
家
・
山
﨑
光
珂
。
倉
吉
市
展
や

鳥
取
県
展
な
ど
に
お
い
て
、
日
本
画

の
審
査
員
も
務
め
た
ほ
か
、
後
輩
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
多
く
の

作
品
を
残
し
ま
し
た
。
光
珂
が
手
掛

け
た
屏び

ょ
う
ぶ風
や
額
装
、
軸
装
な
ど
、
初

期
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品
計
40
点
を

展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
８
日（
水
）～
21
日（
火
）

※
全
日
10
時
～
18
時

場
所　
Ｂ
Ｙ
ヨ
シ
ダ

　
（
倉
吉
市
昭
和
町
）

問�

い
合
わ
せ　

爽
雲
会
・
山
﨑
（
℡

０
８
０ｰ

３
０
５
３ｰ

７
４
１
５
）

【
道
の
駅
９
周
年
感
謝
祭
】

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
ポ
ニ
ー
の

乗
馬
や
小
動
物
（
ヤ
ギ
、
ウ
サ
ギ
、

モ
ル
モ
ッ
ト
）
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

が
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」
で

す
。
ま
た
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
お
買

い
物
特
典
ミ
ニ
バ
ラ
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
各
日
先
着
50
人
）
や
中
華
ス
ー
プ

の
振
る
舞
い
な
ど
、
楽
し
い
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日�

時　
４
月
18
日
（
土
）、19
日
（
日
）

▽
ふ
れ
あ
い
動
物
園
＝
18
日
（
土
）

▽
「
野
菜
市
」
＝
両
日
10
時
～
14

時
▽
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
＝
両
日
10

時
～
12
時
、
13
時
～
15
時
▽
中
華

催
し
も
の

❷

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉
出
張
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

遺
言
・
公
証
休
日
相
談

運

動

教

室

健

康

相

談

日

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

レ

デ

ィ

ス

ポ

児童扶養手当、特別児童扶養手当など

４月分から
支給月額が変わります
特別障害者・障害児福祉手当
　■支給額　▽特別障害者手当＝ 27,350 円
　▽障害児福祉手当＝ 14,880 円
特別児童扶養手当
■支給額　▽１級＝52,500 円▽２級＝ 34,970 円

道
の
駅
燕え

ん
ち
ょ
う
え
ん

趙
園
イ
ベ
ン
ト

山
﨑
光こ

う

か珂
（
寿
）
回
顧
展

児童扶養手当
■支給額（児童 1人の場合）　▽全部支給＝ 43,160 円
　▽一部支給＝ 43,150 円～ 10,180 円
　【児童２人以上の加算額】
　▽２人目（全部支給）＝ 10,190 円
　▽２人目（一部支給）＝ 10,180 円～ 5,100 円
　▽３人目以降（全部支給）＝ 6,110 円
　▽３人目以降（一部支給）＝ 6,100 円～ 3,060 円

【問い合わせ】役場総合福祉課（℡ 35-5373）
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件　数　　    　　件  　（２）
死　者　　    　　人  　（０）
重傷者　　    　　人  　（１）
軽傷者　　    　　人  　（１）

人　口    　　　　人　（－  4）
おとこ    　　　　人　（－  2）
おんな    　　　　人　（－  2）
世帯数    　　　　戸　（＋13）

16,794
8,052
8,742
6,299

１
０
０
１

人の動き ２月29日現在（前月比）

交通事故 ２月中まとめ（年間累計）

くらしの情報

ごみの量 ２月（前年同月比）
家庭ごみ    　　　　㌧　（＋10）209

【２月のごみ分別優秀集落】
筒地、泊２、泊４、泊５、泊６、原、白石、福永、松
崎一、松崎二、松崎四、松崎五、旭、高辻、田畑、麻畑、
羽衣石、三通田、光吉、浜、新川、上浅津、赤池

　スプレー缶・カセットボンベは中身
を使い切り、穴を開けてから「スチー
ル缶・スプレー缶の日」に出しましょう。

■搬出方法・収集日を守りましょう

information

調査日
　７日
１４日
２４日

（前年２月：80 ～ 130cm）

透明度
１２０cm
１３０cm
１２０cm

東郷池透明度調査〔２月〕

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
８
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
13
日
月
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
15
日
水
10
時
～
プ
レ
マ
マ
広
場

　
　
対
象
：
出
産
を
控
え
た
妊
婦

【
休
日
診
療
】

　
８
時
～
翌
朝
８
時
（
日
・
祝
）

病
院
名
と
担
当
（
内
科
・
外
科
）

　
５
日　
信
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
12
日　
垣
田
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
19
日　
厚
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
26
日　
垣
田
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
29
日　
野
島
（
内
）・
厚
生
（
外
）

【
休
日
急
患
診
療
】

内
科・小
児
科
（
中
部
休
日
急
患
診
療
所
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休

日

診

療

日

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

くらしの情報 information

 

　
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）

歯�

科
（
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛
生
セ

ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）（
日
・
祝
）

　

�

▽
10
時
～
13
時
15
分
＝
県
中
部
地
域

の
開
業
小
児
科
医
が
当
番
制
で
診
療

▽
13
時
15
分
～
22
時
＝
県
立
厚
生
病

院
小
児
科
医
が
診
療

日�

時
・
場
所　

▽�

松
崎
駅
前
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み

※
４
月
か
ら
会
場
を
変
更
し
ま
す
。

４
月
２
日
（
木
）
13
時
～
15
時

▽
役
場
泊
支
所

　
４
月
21
日
（
火
）
13
時
～
15
時

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

【
心
配
ご
と
、
行
政
、
人
権
】

日�

時　
４
月
14
日
（
火
）
13
時
～
15
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
羽
合
支
部

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

　
18
日
土
９
時
30
分
～

　
　
手
形
足
形
で
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

　
　
会
場
：
文
化
会
館

　
22
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

【
サ
ン
サ
ン
広
場
】

　
14
日
火
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
お
散
歩

　
　
（
す
ま
い
る
広
場
と
合
同
）

　
　
会
場
：
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

　
21
日
火
10
時
～
誕
生
会

　
　
（
す
ま
い
る
広
場
と
合
同
）

　
　
会
場
：
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

【
す
ま
い
る
広
場（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
）】

　
７�
日
火
10
時
～
は
じ
め
ま
し
て
の
会

　
　
会
場
：
羽
衣
会
館

　
16
日
木
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
23
日
木
、
24
日
金
９
時
30
分
～

　
　
手
形
足
形
で
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

日時　４月９日（木）14 時～ 16 時
　（受け付け 13 時 30 分～）
場所　倉吉未来中心大ホール（倉吉市駄経寺町）
内容　▽経営事項審査申請に係る手続きについて
　▽令和３・４年度の入札参加資格申請に係る手
　続きについて
問い合わせ　県県土整備部県土総務課（℡ 0857-26-7347）

経営事項・入札参加資格説明会
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 編
集
・
発
行
／
湯
梨
浜
町
役
場
企
画
課

 　
〒
682-0723 鳥

取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
久
留
19
番
地
1

 　
℡
0858 -35 -5305　

電
子
メ
ー
ル
ykikaku@

yuriham
a.jp
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ゆ
り
は
ま

広報
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★

４

ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

H30.4.25 生まれ（原）
（雅俊さん・佳代さん）

陶山  蒼
あ お
央ちゃん

２歳おめでとう　かわいいあおくん　
たくさん食べて大きくなってね

H31.4.25 生まれ（南谷）
（龍志さん・麻由さん）

前田  悠
ゆづ き
希ちゃん

１歳おめでとう　大きな口を開け
て笑うゆづきの笑顔が大好き

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ

H30.4.23 生まれ（久留西）
（登さん・裕子さん）

友野  美
みこ と
琴ちゃん

お歌大好き　悪さ大好き　元気　
笑顔　いっぱい　大きくなぁれ～ !!

H31.4.18 生まれ（松崎一）
（伸也さん・聖奈さん）

谷口  理
り と
人ちゃん

祝１歳　いつも笑顔で食いしん坊な理人
くん　たくさん食べて大きくな～れ

３・４
H28.4.22 生まれ（南谷）

（龍志さん・麻由さん）

前田  陽
はる き
貴ちゃん

４歳おめでとう　元気いっぱいで弟
思いの優しいはるき　大好きだよ

　住所・氏名・生年月日・保
護者氏名・電話番号・35 字程
度のコメントを添えて、役場
企画課にお申し込みくださ
い。掲載後には、Ａ４版の拡
大写真をプレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者
からの受領報告がない場合は、
役場企画課へご確認ください。
※Ａ４版の拡大写真は、画像が
粗くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの
写真を募集

【５月生まれの締め切り】
　４月９日木（先着順）

！

ま
い
に
ち
え
が
お

問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

■材料（４人分）
ホウレン草…300g、エリンギ…
２本、卵…２個、バター…10g、
油…小さじ１、塩コショウ…少々
■作り方
①�ホウレン草をサッとゆで、５㎝程
度の長さに切る。エリンギを５㎝程度の長さに切る。

②卵をよく溶いておく。
③�フライパンに油を入れて、ホウレン草、エリンギの
順に炒める。
④�しんなりしてきたら塩コショウで味付けし、バター
を加えて溶かす。その後、卵を流し入れ、少し固まっ
たところで火を止める。
■ワンポイントメモ
　ホウレン草は鉄分や、その吸収を助けるビタミンＣ
も豊富で、鉄分不足の解消に効果的です。また、鉄分
は動物性タンパク質と一緒に食べると吸収率が増すの
で、ちりめんじゃこや削り節を添えると良いでしょう。

ホウレン草とエリンギの卵とじ
食生活改善推進員の野菜たっぷりレシピ♪

野菜を毎日 350g 食べよう！

　

18
ペ
ー
ジ
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
奨

励
金
の
記
事
を
見
て
、
自
分
の
小

学
生
時
代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

友
人
と
遊
ん
で
い
た
際
、
田
畑

橋
か
ら
川
を
の
ぞ
く
と
「
カ
ワ
ウ

ソ
」
の
姿
を
発
見
。
珍
し
い
動
物

を
発
見
し
た
と
親
に
話
す
と
、
も

ち
ろ
ん
そ
ん
な
は
ず
も
な
く
、
正

体
は
「
ヌ
ー
ト
リ
ア
」
と
の
こ
と
。

　
捕
獲
す
る
と
お
金
が
も
ら
え
る
と

聞
い
た
（
本
来
は
要
許
可
）
幼
き
私

と
友
人
は
捕
獲
作
戦
を
敢
行
。
も
ち

ろ
ん
捕
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
友
人
は
今
で
も
「
ハ
ン
タ
ー
に
な

り
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
あ
の
時
の

ヌ
ー
ト
リ
ア
が
原
点
な
の
か
な
と
、

ふ
と
思
う
３
月
末
で
し
た
。

!!

♪！

★

H29.4.21 生まれ（宇谷）
（俊幸さん・さおりさん）

桑田  かれんちゃん
３歳おめでとう　甘えんぼだけどしょう
からなかれん、お姉ちゃんと仲良くしてね !!

H28.4.9 生まれ（長瀬東部）
（純さん・美保さん）

松原  楓
ふう た
太ちゃん

研究熱心なふうた　これからもいろい
ろな事に興味を持って楽しんでね。

！

H28.3.26 生まれ（久留西）
（佑一さん・あいさん）

山脇  瑛
えい と
士ちゃん

祝４歳　手に持つアイテム全てが鉄
砲に変身　正義の味方えいとマン

!!

★

■�事業内容　県や町の公共工事や民間の造成工事な
ど、土木工事をメインとしています。現在は、空
き家の管理業への進出を新規に計画しています。
■�取り組みについて　認定と同時期に育児・介護
休暇制度などを設けた就業規則の整備を進めまし
た。社員には、年度当初に必ず５日以上の有給休
暇取得計画を立ててもらっているほか、社員の親
睦を深めるための研修旅行も実施しています。
　�　現在、現場監督などで女性も活躍する時代と
なっています。将来を見越して、業界全体の働
きやすい体制づくりが進むことを願っています。

県男女共同参画推進企業に認定されている
町内の企業を紹介

株式会社  川田建設
　男女共同参画社会の実
現に向け、働きやすい職
場づくりを進めている町
内企業を紹介します。

【インタビュー】代表取締役・川田憲一さん（写真左）

平成 22年認定

!!★
！

！

！ ♪
★

写真をここに
はめこんでね

★!!


